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本日、ここ三重県四日市市において「厚生労働大臣杯争奪第73回全日本実業柔道団体

対抗大会」が開催されることとなりました。新型コロナウイルス対策も新しい局面を迎

え、ここ四日市市総合体育館に、男女合わせて113チームのご参加を賜り、本大会を盛

大に開催できますことを喜ぶと共に、開催にあたりご尽力いただいた関係者の皆様に心

より感謝申し上げます。宗岡会長の後を継ぎ、全日本実業柔道連盟の会長を務めること

になりました私にとりまして本大会が初めての大会となります。今後微力ながら実業柔

道の発展に尽力してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

さて、今年はカタール・ドーハにおいて開催された世界柔道選手権におきまして、本

連盟所属選手が個人戦で金メダル５個を含む10個のメダルを獲得し、加えて男女混合団

体戦でも６連覇を達成するなど、日本柔道の強さを改めて世界にアピールすることがで

きました。来年はいよいよパリでオリンピック・パラリンピックが開催されます。東京

大会で全世界に向けて示していただいた日本柔道の神髄である一本を取る柔道の素晴ら

しさを更に高めて、勇気と感動を与えてくれることを期待しています。

本大会に出場する選手の皆さんにおかれましては、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮

し、それぞれのレベルにおいて競い合い、チームの勝利を目指して、正々堂々と白熱し

た試合を展開してください。

嘉納治五郎師範は、柔道を通じて、礼節を重んじた人づくりに終生取り組まれました。

我々実業柔道は｢強さだけでなく人格も兼ね備えた立派な社会人を育成する｣ことが大き

な目標です。選手一人ひとりが、柔道選手であるとともに、礼節と常識を兼ね備えた立

派な社会人として尊敬される存在になってほしいと思います。そして、諸先輩から受け

継いだ柔道の素晴らしさを次の世代へしっかりと引き継いでいただきたいと考えます。

最後に、本大会の開催運営に多大なご尽力を賜りました三重県柔道協会をはじめ、関

係者の皆様方に深甚なる謝意を表しまして、私からのご挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ

全日本実業柔道連盟

会長　小 堀 秀 毅

講師：松田 元（三重県　柔道協会副理事長）
補佐： 川﨑洋平、前田武寛、山本晃平、岡本さおり、清水未来、落合真衣、河合明奈、本谷紅葉、北川ひとみ、市川和希、岡井聖子
対象：幼児以上その保護者、ほか年齢性別問わない
人数：100名以内程度
服装：運動ができる服装。（道衣の必要なし）
内容： 日本スポーツ協会が開発した、「子どもが発達段階に応じて身につけておくことが望ましい動きを習得する運動プログラム 

（アクティブチャイルドプログラム）」を通じて老若男女問わず安全で正しい転び方を学ぶ。
時間：実業団大会終了15分後～１時間程度。
場所：大会会場内多目的室（アップ会場）

講師：丸山城志郎選手（ミキハウス）・角田夏実選手（SBC湘南美容クリニック）
補佐：上路大将、白濱睦海、河田恵吾
対象：半年以上柔道経験のある小学４年生から中学３年生
人数：200名以内程度
服装：柔道着
内容：両名から得意技や打ち込みの際、大切にしていることを教えていただく「技術指導」。
時間：実業団大会終了後１時間程度。
場所：メインアリーナ（３面）

泗水十貨店
「濃い抹茶グリーンティ（無糖）」
有限会社 萩村製茶

四日市市の特産品「かぶせ茶」
を「抹茶」に仕上げ、抹茶とし
て以外にも、お菓子や飲み物
など幅広いシーンで使用で
き、お茶の親しみやすさ・楽
しみ方を追求した逸品です。
※ 「泗水十貨店」は現在プロジェクトが
進められている新たな四日市土産の
ブランド名です。その他にも７種類
の商品がイベントブースにあります
のでぜひお越しください。

耐熱性に優れた陶磁器・焼き物
の一つで、四日市市の代表的な
地場産業として伝統工芸品に指
定されています。紫泥の急須や
耐熱性の特長を活かした土鍋が
有名で、特に土鍋の国内シェア
は、7・8割を占めると言われて
います。

四日市市マスコットキャラクター「こにゅうどう
くん」が、市内のキッズダンスチームと一緒にダ
ンスパフォーマンスを披露します。

〔こにゅうどうくんとキッズダンサーのパフォーマンス〕 泗水十貨店の先行販売や、こにゅうどうくんグッズ等の販売、7店舗のキッチ
ンカー、またかぶせ茶PRブースを出展します。かぶせ茶ブースでは、三重県が
生産量一位を誇るかぶせ茶を、冷たい水出し茶にして試飲提供いたしますので、
ぜひお立ち寄りください。

〔ブース〕

「萬古焼」市長賞協会賞

教室

賞品

その他

第73回全日本実業柔道団体対抗大会



全国各地から柔道を愛好する多数の実業人の

皆様が一堂に会し、ここ三重県四日市市で「厚生

労働大臣杯争奪第73回全日本実業柔道団体対抗

大会」が盛大に開催されることを心からお慶び申

し上げます。

この大会では、我が国の長い歴史と伝統に培

われた「柔道」を通じて、実業人の人格の形成と

相互の親睦を深める目的があると伺っています。

こうした取組は、厚生労働省としても大変意義

深いものと考えています。

厚生労働省では、誰もが働きやすい社会の実

現に向けて「働き方改革」など各般の施策に取り

組んでいます。

働く方々が、個々の希望に応じた多様な働き

方を選択でき、意欲と能力を十分に発揮し、安

心して働くことができるような環境整備に取り

組んでまいります。そして、スポーツ活動をは

じめ、家庭や地域で充実した時間を持つことと

働くことを両立させ、豊かな生活をおくること

ができるような社会の実現に向け、引き続き取

り組んでまいります。

新型コロナの影響により大会が中止となった

こともありましたが、新型コロナが５類感染症

への位置付け変更となり、平時の生活を取り戻

しつつある中、本日の大会において、選手の皆

様が、日頃の練習の成果を十分に発揮されるこ

とを期待しています。また、これからもそれぞ

れの職場において働きがいをもって、仕事に取

り組まれることを願っています。

この大会の成功と全日本実業柔道連盟のます

ますのご発展、選手の皆様のご活躍を心からお

祈り申し上げます。

祝　　　辞

厚生労働大臣　　

加 藤 勝 信

「第73回全日本実業柔道団体対抗大会」が、四
日市市で盛大に開催されますことをお慶び申し
上げますとともに、全国各地から参加される選
手及び大会関係者の皆様のご来県を心から歓迎
いたします。

オリンピック・パラリンピックやサッカーの
ワールドカップ、野球のワールド・ベースボー
ル・クラシックなどで活躍する選手の姿や相手
を称える姿は、私たちの記憶に新しく、世界中
の人びとに大きな感動を与え、「スポーツの持つ
力」が勇気と希望を届けてくれました。

また、SDGsへの貢献など、持続可能な社会や
共生社会の実現に向け、「スポーツの持つ力」の
活用が期待されています。

こうしたスポーツを取り巻く状況の変化をふ
まえつつ、三重県では本年３月に、「第３次三重
県スポーツ推進計画」を策定しました。この計
画では、県民の皆さんがスポーツを楽しみ、ス
ポーツとともに人生を歩みつつ、スポーツを通
じて「人と人」「人と地域」「地域と地域」の絆を
深める取組を進めることとしています。

そのような中、国内トップクラスの選手が一
堂に会し、実業柔道日本一をめざす本大会が三
重の地で開催されることは、県内のスポーツ推
進に大きく寄与するものであり、大変うれしく
思っています。

本大会に出場される選手の皆様におかれては、
柔道に打ち込んできた情熱や培ってきた技能を
いかんなく発揮され、皆様にとって多くの感動
と思い出に残る素晴らしい大会となりますよう
祈念いたします。

結びに、全日本実業柔道連盟をはじめ、本大会
の開催にご尽力いただきました関係者の皆様に深
く敬意を表しますとともに、本大会の成功を心か
らお祈り申し上げ、あいさつといたします。

あ い さ つ

三重県知事　　　

一 見 勝 之

「厚生労働大臣杯争奪第73回全日本実業柔道団

体対抗大会」が、三重県四日市市総合体育館にお

いて盛大に開催されますことを、心よりお慶び

申し上げます。

全日本実業柔道連盟は、長い歴史と伝統の中

で日本柔道の振興、選手強化に多大なる功績を

残してこられました。

５月に開催されたドーハ世界柔道選手権大会

では、日本柔道は個人戦で金メダル５個、銀メ

ダル２個、銅メダル４個を獲得し、男女混合団

体戦では６連覇の成績を収めるに至りました。

代表選手の多くは実業団所属選手であり、今大

会における躍進は、日本柔道の柱である実業柔

道の活動を牽引されてきた実業界幹部の皆様、

そして所属企業各位の深いご理解の賜物でござ

います。

さて、柔道を創始した嘉納治五郎師範は、競

技だけでなく、柔道を通じた「人づくり」にも終

生取り組まれました。全柔連では「Manners＝

礼 節・Independence＝ 自 立・Nobility＝ 高 潔・

Dignity＝品格」という意味を込めた柔道MIND活

動を推進し、知性と品格を兼ね備えた柔道人の

育成を目指しております。

本大会に参加する選手の皆様には、所属企業

の代表として、日頃の鍛錬の成果を遺憾なく発

揮し、日本一を目指していただくとともに、礼

節を重んじ、相手を敬う気持ちを忘れずに、試

合に臨んでいただきたいと思います。

終わりに、本大会の成功と全日本実業柔道連

盟の益々のご発展を祈念申し上げ、ご挨拶とさ

せていただきます。

開催にあたり

公益財団法人全日本柔道連盟

会長　山 下 泰 裕

厚生労働大臣杯争奪第73回全日本実業柔道団
体対抗大会が、ここ四日市市において盛大に開
催されますことをお祝い申し上げますとともに、
全国各地からご参加いただきました選手・関係
者の皆様を心から歓迎いたします。

全日本実業柔道連盟におかれましては、日頃
から日本柔道の振興に多大なご尽力をいただい
ており、深く敬意を表し、感謝申し上げる次第
です。

スポーツは、心身の健全な発達や健康の保持
増進はもとより、人と人との交流や地域と地域
の交流を促進し、地域の一体感や活力を醸成す
るものであります。本市では、市民がそれぞれ
の目的に応じて「誰もが、いつでも、どこでも、
いつまでも」、さまざまな形でスポーツを「する、
観る、支える」ことができ、活力のある生活を実
現できるよう取り組んでいます。

こうした中、全日本実業柔道団体の選手の皆
様がこの四日市市に集結し、本大会が開催され
ますことは、本市のスポーツの振興にとって、
誠に意義深く、心強い限りでございます。

スポーツの素晴らしさは、競技性のみならず、
相手を思いやる気持ち、相手と共感できること
と考えます。本日出場される選手の皆様におか
れましては、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮
し、熱戦を繰り広げていただくとともに、己が
掲げた目標に向かって羽ばたいていけるよう、
大いに期待しております。

また、四日市市は、全国有数の産業都市とし
て発展してきたまちです。幻想的な工場夜景や、
萬古焼・お茶・手延麺などの魅力的な地場産品
もありますので、皆様には、ぜひこの機会に本
市を肌で感じていただき、家族、友人等に本市
の魅力を伝えていただけると幸いです。

最後になりましたが、本大会の開催にご尽力
いただきました関係者各位に敬意を表しますと
ともに、大会のご成功と選手の皆様のご健闘を
お祈りいたしまして、お祝いの言葉とさせてい
ただきます。

祝　　　辞

四日市市長　　　

森 　 智 広
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全国各地から日本柔道界を代表する選手の皆
さまが集い、所属する社の名誉をかけ、日本一
を目指す実業柔道最大の大会、「厚生労働大臣杯
争奪第73回日本実業柔道団体対抗大会」が、三重
県四日市市総合体育館にて開催されることにな
りました。大会にご参加くださいました選手の
方々、またその関係者の皆さまを、三重県柔道
協会一同、心より歓迎申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響は思いのほ
か甚大であり、私たちの生活様式や価値観を一
変させました。スポーツの世界もその影響を大
きく受け、多くの大会が中止や延期となり、涙
をのんだ選手も少なくなかったことでしょう。
そして今、ようやく元の姿を取り戻しつつあり
ます。

スポーツには力があります。競技は違います
が、３月に行われたWBCでの選手の活躍には、
日本中が感動熱狂し、また元気づけられました。
それは、勝利したということだけではなく、選
手たちの一生懸命に競技に向かう姿、それを楽
しむ姿、そして礼儀正しい紳士な姿があったか
らではないでしょうか。

四日市市で行われる初めての柔道の全国大会。
地元の柔道ファンの方々、次世代を担う子ども
たち、また、全国の多くの皆さまが、白熱した
試合・磨き抜かれた個人技のぶつかり合いを楽
しみにしております。存分に戦い、再び感動を
巻き起こされることを期待しております。

最後になりましたが、本大会の開催にご尽力
いただきました関係者の皆さますべてに深く感
謝の意を申し上げますとともに、参加される選
手の皆さまのご健闘をお祈り申し上げ、挨拶と
いたしたいと思います。

ご 挨 拶

三重県柔道協会　

会長　平 賀 秀 忠

大　会　日　程
月　日 行　事 時　間 場　所

６／２㈮
大会前日

練習 13:00～17:00

四日市市総合体育館

多目的室1.2
女子予備計量 15:30～16:00 女子更衣室女子本計量 16:00～16:40
理事会・定時総会 16:15～16:45 会議室監督会議 16:45～17:30

６／３㈯
１日目

受付時刻
　受付担当係員
　競技役員、女子第１部、第２部、
　男子第３部
　審判員
　大会役員・報道

７:45～
８:00～

８:15～
８:30～11:00

四日市市総合体育館
女子：第１部、第２部
男子：第３部

会場入口

審判会議 ８:45～９:15 会議室
一般開場 ９:00～
練習場 ９:00～ 多目的室1.2
開会式（注１） ９:30～

アリーナアトラクション（こにゅうどうくんとキッズダンサー） 開会式終了次第
試合開始 アトラクション終了次第
表彰式 16:30～（予定）
レセプション（役員） 18:30～ 都ホテル四日市

６／４㈰
２日目

受付時刻
　受付担当係員
　競技役員、男子第１部・第２部
　審判員
　大会役員・報道

７:30～
７:45～
８:00～
８:10～10:00

四日市市総合体育館
男子：第１部、第２部

会場入口

審判会議 ８:30～８:45 会議室
一般開場 ８:30～

アリーナ
試合開始 ９:00～
アトラクション（古式の形） 準決勝終了次第
男子第１部､ 第２部 決勝戦
表彰式・閉会式 13:10～（予定）

注１：開会式は柔道衣を着用し、全員（２日目の選手も）参列をお願いします。
※大会終了時間は、試合等の進行状況により遅れることがあります。

大　会　次　第
開　会　式 閉 会 式

１．役員・選手入場
２．開会宣言 大会委員長　本 多 孝 一
３．国歌斉唱　
４．優勝旗、優勝杯返還

男子第１部
男子第２部
男子第３部
女子第１部
女子第２部

旭 化 成 Ａ
日 本 製 鉄
パ ー ク 24
三井住友海上火災保険
日本エースサポート

５．あいさつ 大会会長　小 堀 秀 毅
６．祝　　辞 四日市市長　森 　 智 広
７．年間最優秀選手賞
　　永野重雄賞 パーク24㈱　阿部一二三
　　宮崎　輝賞 SBC湘南美容クリニック　角 田 夏 実
８．功労者表彰
９．選手宣誓 三井住友海上火災保険　髙 山 莉 加
10．役員・選手退場
表彰式（第１日目）
　　⑴団体賞　女子第１部・女子第２部
　　　　　　　男子第３部
　　　厚生労働大臣杯
　　　賞状・優勝旗・優勝杯
　　　読売新聞社賞
　　　四日市市市長賞
　　　三重県柔道協会賞
　　⑵個人賞
　　　優秀選手賞

１．役員・選手入場
２．成績発表並びに表彰
　　⑴団体賞　男子第１部
　　　　　　　男子第２部
　　　厚生労働大臣杯
　　　賞状・優勝旗・優勝杯
　　　読売新聞社賞
　　　四日市市市長賞
　　　三重県柔道協会賞
　　⑵個人賞
　　　優秀選手賞
３．閉会宣言　大会副委員長　諏 訪 　 剛
４．役員・選手退場
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新型コロナウイルスの対応策について
　当連盟主催大会は（公財）全日本柔道連盟HPに掲載をしております「新型コロナウイルス感染症対策と柔
道練習・試合再開の指針（Version7）2023/04/28」に準拠し、全柔連医科学委員会監修の下、大会運営を行い
ます。大会に参加される選手、関係者の皆様は、内容をご確認の上ご参加下さい。今後全柔連から発信さ
れる指針等に変更が生じた場合は、大会要項を変更する可能性があります。

1．日　　時	 2023年６月３日（土）９時30分開会式、終了次第試合開始
	 2023年６月４日（日）９時試合開始、15時30分大会終了予定
2．会　　場	 三重県四日市市総合体育館（〒510-0886 三重県四日市市日永東１-３-21 TEL:059-348-4100）
3．主　　催	 全日本実業柔道連盟
4．主　　管	 東日本実業柔道連盟、三重県柔道協会
5．後　　援	� 厚生労働省、（公財）全日本柔道連盟、（公財）講道館、読売新聞社、三重県、三重県教育委

員会、（公財）三重県スポーツ協会、四日市市、四日市市教育委員会、四日市市商工会議所、
（公財）四日市市スポーツ協会、伊勢新聞社、三重テレビ、テレビ愛知、㈱シー・ティー・ワイ

6．参加資格	 （1）参加チームは、全日本実業柔道連盟に加盟し年会費を納めた会員であること。
	 （2）�参加チームは、会員及び事業所単位とし、男子１部は１社２チームまでとし、第２部、

第３部は３チームまで参加を認める。
	 （3）�参加選手は、（公財）全日本柔道連盟に登録した者であり、全日本実業柔道連盟に加盟

している会員に在籍し、選手登録をしている者であること。
7．参加申込	 全日本実業柔道連盟ホームページ（http://jitsujuren.jp）から申し込みをすること。
	 （1）申込期日：2023年４月18日（火）17時まで
	 （2）問合せ先：全日本実業柔道連盟　E-mail:zenjitsu@jitsujuren.jp TEL:03-6867-2240
8．参 加 料	� 男子の部（各部共通）は30,000円/１チーム、女子の部は第１部30,000円／１チーム、第２部

15,000円／１チームとする。
	 振込先：三井住友銀行 本店営業部 普通9071854 全日本実業柔道団体対抗大会事務局
	 （注）�参加費は参加申込と同時に上記口座に振込むこと。振込みが確認できない場合は、大

会の参加は認められない。また、振込みは必ず会員名ですること。�  
なお、組合せ抽選終了後の参加辞退チームの参加費は返金しない。

9．試合種目	 男子の部は第１部・第２部・第３部、女子の部は第１部・第２部とする。
	 ※�今大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今までと一部日程が異なりますの

で、ご注意下さい。また、出場チーム数により、日程が変更となる可能性があります。
変更があった場合は全日本実業柔道連盟ホームページに掲載します。

	 　（予定）第１日目６月３日（土） 男子の部 第３部、女子の部 第１部･第２部
	 　　　　第２日目６月４日（日） 男子の部 第１部・第２部
	 ※開催地三重県から特別参加として男子の部は第３部、女子の部は第２部への出場を認める。
	 〔男子の部〕
	 （1）第１部は12チーム、第２部は32チーム以内とし、それ以外を第３部とする。
	 （2）�本大会の試合成績により該当チームの昇・降格を行い、次年度に出場できる各部を次

により決定する。
	 　①第１部の１回戦で敗退した４チームは次年度第２部に降格する。
	 　②�第２部上位４チームは次年度第１部に昇格する。但し、第１部に既に１社２チームが

存在する場合は昇格しない。下位４チームは次年度第３部に降格する。下位４チーム
は１回戦で敗退したチームの中から抽選を行い決定する。但し、第２部が32チームに
満たない場合には、そのまま第２部に出場する場合がある。

	 　③第３部の上位４チームは第２部に昇格する。
	 （3）�チーム編成は、第１部は監督１名・コーチ１名・選手７名・計９名、第２部および第

３部は監督１名・コーチ１名・選手５名・補欠２名・計９名とする。トレーナーは各

所属１名までとする。
	 （4）�第１部にエントリーするチームは、本要項「７．参加申込」時点において５名以上の選

手が揃っていなければならない。また、第２部及び第３部は､ 補欠を除く全員が揃っ
ていなければならない。

	 （5）試合方法は各部とも、チーム５名による点取り試合とする。
	 （6）�選手配列は、第１部に限り試合毎に変更することができる。第２部・第３部は、参加

申込以降は順位の変更を認めない。
	 〔女子の部〕
	 （1）�チーム編成は、第１部は監督１名・コーチ１名・選手57kg以下３名・70kg以下３名・

無差別２名・計10名、第２部は監督１名・コーチ１名・選手57kg以下１名・70kg以下
１名・無差別１名・補欠２名・計７名とする。トレーナーは各所属１名までとする。

	 （2）�第１部にエントリーするチームは、本要項「７．参加申込」時点において、各階級に最
低１名以上の選手が揃っていなければならない。また､ 第２部は補欠を除く全員が
揃っていなければならない。

	 （3）試合方法は、体重別に編成されたチームによる点取り試合とする。
	 （4）�選手配列は、第１部は57kg以下２名、70kg以下２名、無差別１名の５名とし、各体重区

分の中で試合毎に自由に変更することができる。試合当日に選手が事故のため出場不可
能となるか、体重区分どおりに５名のチーム編成が組めない場合に限り、体重区分の軽
い選手が重い体重区分への出場を認める。但し、一度移動した選手は元の体重区分へ戻
ることはできない。また、無差別に登録した選手についての移動は認めない。�  
第２部は57kg以下１名、70kg以下１名、無差別１名の３名とし体重別に配列する。

	 （5）計量〔公式計量〕�６月２日（金）16時00分～16時40分（女子の部・第１部・第２部）�  
15時30分～16時00分までを予備計量とし自由に計測することができる。
計量場所　女子更衣室

10．審判規程	 （1）国際柔道連盟試合審判規程による。
	 （2）優勢勝ちの判定基準は「技あり」または「僅差」以上とする。
	 　 ※「指導」差が２対０になった場合「指導」０の選手を「僅差」勝ち、「指導」差が１は引分け。
	 （3）「技の内容」と「指導」の重み。※【一本勝＝反則勝＞技あり＞僅差】の順とする。
11．試合方法	 （1）�トーナメント方式で行い、各部ごとに「優勝」「準優勝」「第３位」を決定する。女子の

１部については参加チーム数によりリーグ戦で行う場合がある。
	 （2）チーム間の勝敗は次により決定する。
	 　 ① 勝者数の多いチームを勝ちとする。
	 　 ② �①で同数の場合は一本勝、不戦勝ち、棄権勝ち、相手の反則負けによる勝者の多い

チームを勝ちとする。
	 　 ③ ②で同数の場合は、「技あり」による勝者の多いチームを勝ちとする。
	 　 ④ ③で同数の場合は、次の通り「代表戦」を行う。※代表戦は個人戦同様で「僅差」決着なし。
	 　 　<男子の部>�任意選出選手１名による代表戦を行う。規定時間内で得点差がない場合

は、ゴールデンスコア（延長戦）にて、勝敗を決する。また上記代表戦に
おいて両者反則負け等で勝敗がつかなかった場合は、再度他の代表選手
を選出し、代表戦を行う。

	 　 　<女子の部>�「引分け」の階級の中から抽選で代表選手を選出し、いきなりゴールデン
スコアにて、勝敗を決する。また、上記代表戦において両者反則負け等
で勝敗がつかなかった場合は、再度抽選により他の階級から代表選手を
選出する。なお、引分けの階級がない場合は、両者反則負け等で勝敗を
決していない階級の中から代表選手を選出する。

	 （3）リーグ戦における順位の決定について
	 　 ① チーム間の勝敗において、勝数の多いチームを上位とする。
	 　 ② 勝数が同数の場合は負数の少ないチームを上位とする。
	 　 ③ ②で同一の場合はリーグ戦中の個人の総勝数の多いチームを上位とする。
	 　 ④ ③で同一の場合は負数の少ないチームを上位とする。
	 　 ⑤ ④で同一の場合は勝数の内容により決定する。
	 　 ⑥ ⑤で同一の場合は直接対戦での勝者のチームを上位とする。

厚生労働大臣杯争奪　第73回全日本実業柔道団体対抗大会実施要項
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大　　会　　役　　員
（ 順 不 同 ）

大 会 名 誉 顧 問 加 藤 勝 信 山 下 泰 裕 上 村 春 樹 一 見 勝 之 森 　 智 広
名 誉 会 長 宗 岡 正 二
名 誉 顧 問 浅 野 敏 雄 福 永 和 伸 村 木 輝 行 廣 瀬 琢 也 小 松 威 仁

小 川 　 謙 宇 佐 美 義 文 山 口 　 貢 藤 井 達 郎 渡 部 一 貴
小 林 千 三 川 村 幸 康

会 長 小 堀 秀 毅
副 会 長 村 井 　 豪 松 本 秀 作 平 賀 秀 忠
常 任 顧 問 井 上 太 郎 内 海 章 雄 内 海 健 雄 江 口 　 孝 唐 池 恒 二

十 河 英 史 戸 髙 善 之 橋 田 紘 一 吉 田 正 義 米 澤 隆 弘
乙 部 満 生

顧 問 瀬 戸 口 正 征 山 本 裕 洋 渡 辺 軍 三
参 与 浅 賀 健 一 大 橋 武 彦 栗 林 誠 良 小 林 　 章 小 林 次 雄

高 橋 　 茂 中 村 真 一 根 本 光 男 橋 本 　 上 福 島 和 彦
丸 谷 武 久 水 谷 久 夫 水 野 寛 之 南 　 喜 陽

大 会 顧 問 山 下 　 弘 伊 藤 重 信 深 瀬 岳 暎 中 村 登 信 伊 藤 征 彦
竹 内 　 繁 増 地 須 佐 男 水 谷 博 昭 酒 井 武 司 柳 原 秀 明
大 西 健 一 安 井 敏 明 岡 野 英 治 礒 田 雅 博 太 田 成 彦
伊 藤 紀 夫 堀 　 宏 作 宮 下 　 豊 中 西 孝 之 伊 藤 己 紀 生
榊 　 吉 治 小 松 平 太 郎 鈴 木 智 昭 服 部 竜 人 宮 田 　 真
末 次 　 稔 大 竹 哲 也 青 木 靖 典 松 本 宗 三 藤 原 正 隆
前 田 昌 幸 池 辺 和 弘 石 橋 和 幸 小 林 哲 夫 栗 田 重 徳
髙 橋 修 身 日 比 野 伸 介 片 渕 一 真 荻 澤 　 淳 小 川 啓 之
深 澤 祐 二 髙 木 勝 也 石 井 真 悟 鶴 岡 義 明 遠 藤 純 男
澤 本 尚 志 松 井 孝 悦 工 藤 崇 恭 島 田 太 郎 栗 木 伸 男
金 　 哲 一 栗 田 泰 司 橋 本 英 二 中 村 　 克 後 藤 正 幸
堀 切 　 智 西 川 光 一 奥 村 雄 介 深 澤 祐 二 杉 本 重 人
近 藤 康 之 舩 曳 真 一 郎 平 野 祐 二 戸 澤 敏 之 小 川 昌 寛
齋 藤 昭 生 吉 川 和 良 米 田 　 實 鳩 澤 晴 輝 佐 藤 嘉 章

大 会 参 与 中 島 滋 泰 豊 田 長 億 中 川 正 美 河 上 敢 二 伊 藤 宣 人
内 村 秀 一 江 川 真 司 辻 本 　 修 西 村 智 哉 川 出 康 祐
斎 藤 一 良 粂 川 英 一 冨 田 寛 司 奈 須 彪 流 神 村 忠 司
松 下 琢 磨 福 井 慶 藏 湊 谷 知 幹 栗 田 　 圭 岸 　 哲 也
加 納 孝 則 日 原 信 之 宇 佐 美 伸 子 酒 井 英 幸 北 野 　 孝 
青 木 輝 海 三 浦 智 正 新 納 啓 介 太 田 慶 一 中 田 正 裕
中 谷 三 保 子 的 場 　 勉 市 岡 亮 嗣 金 　 聖 一 池 田 和 博
岡 本 　 晃 古 荘 真 吾 森 崎 雅 文 作 本 　 豪 森 本 浩 司
齋 藤 了 爾 淺 見 郁 樹 神 澤 幸 宏 岡 田 真 二 中 里 陽 介
八 木 英 雄 田 村 　 誠 善 明 康 二

	 　 ⑦ �⑥で引き分けだった場合は、任意選出選手１名による代表戦を行う。規定時間内で
得点差がない場合は、ゴールデンスコア（延長戦）にて、勝敗を決する。※代表戦は
個人戦同様必ず決着をつける。

	 （4）試合時間はすべて４分間とする。
	 （5）柔道衣について
	 　 ①�（公財）全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿）を着用すること。

（最新の公認柔道衣は全日本柔道連盟のホームページを参照のこと）
	 　 ②�柔道衣（上衣、下穿）のIJFラべルの外枠が赤いものか、「JU0000」と赤字で表示された

全柔連認証番号ラベルのみ使用可とする。
	 　 ③�帯はIJFラベルの外枠が「赤」か「青」のものか、「JU0000」と赤字と黒字で表示された全

柔連認証番号ラベルのみ使用可とする。
	 　 ④�競技中、規格外の柔道衣着用が判明した場合は失格とする。
	 （6）ゼッケンについて
	 　 ① �布地は白色とし、苗字を上部2/3、チーム名を下部1/3に男子は黒文字、女子は赤文

字で記載する。サイズについては縦25cm～30cm、横30㎝～35cmとすること。
	 　 ② 縫い付け位置は後襟から5cm～10cm下部に縫い付けること。
12．審 判 員	 （1）審判員は全日本実業柔道連盟の委嘱による。
	 （2）�審判員会議を６月３日（土）８時45分～９時15分、４日（日）８時30分～８時45分に大会

会場内会議室にて行う。
13．表　　彰	 （1）�優勝チームには、優勝旗・優勝杯・賞状・賞品、第２位及び第３位チームには賞状・

賞品を授与する。ただし、出場参加数により変更する場合がある。
	 （2）男子第１部、女子第１部の優勝チームには、厚生労働大臣杯を授与する。
	 （3）優秀選手には、優秀選手賞（男子の部 各部５名、女子の部 各部３名）を授与する。
14．抽　　選	� ４月24日（月）16時00分から、主催者立会いのもとALSOK本社会議室にて「大会組合せの抽

選とシード基準」に則り厳正に行う。
15．選手変更	 ５月23日（火）～25日（木）17時まで全実柔連事務局宛電子メールにて受け付ける。
	 大会申し込み後にメールにて案内をする。※大会前日の選手変更は無し。
	 <男子の部>�登録選手以外からの変更は最大２名とする。その際、選手に欠員が出た場合

は補欠員を充当し、補欠員が欠員となった時は登録外の選手を充当する。ま
た、同一会社であっても部内外間の選手の入替は認められない。

	 <女子の部>登録選手以外からの変更は最大２名とする。
	 　　　　　 なお、男子２部・３部、女子２部については、一度退いた選手は再出場できない。
16．練習会場	 ６月２日（金）13時～17時､ ３日（土）８時～16時まで。両日とも大会会場内多目的室とする｡
17．監督会議	 ６月２日（金）16時45分から大会会場内会議室において行う。
18．開閉会式	 開会式・表彰式は全柔連の指針に則り決定する。別途案内をする。
19．宿泊等斡旋	 宿泊・交通機関・弁当（大会当日）の斡旋を希望するチームは、直接斡旋団体へ申し込むこと。
20．傷害保険	� 本大会において当連盟は傷害保険（死亡、後遺障害、入院に適用）に加入する。但し、試合

中の傷害に対する補償のみとする。また、通院の補償には適用されないので各社又は各人
は自己責任にて必ず傷害保険に加入すること。

21．特記事項	 （1）�本大会では「試合場におけるコーチの振る舞いについて」および「脳振盪対応について」�  
2012年４月１日付け全日本柔道連盟通達（別添参照）を適用する。

	 （2）大会で撮影された写真、映像の肖像権は主催者、主催者が認めた団体、共催者に帰属する。
	 （3）�各チームの監督は公認指導者資格を男子第１部、男子第２部及び女子第１部はＢ以上、

その他の部についてはＣ以上を有すること。
	 （4）�大会はYouTubeライブ配信を予定している。ライブ配信は主催者のYouTubeチャンネ

ル又は主催者が認めたチャンネルで配信される。プログラムに掲載する大会申込情報
はホームページに掲載する。

以上
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運 営 委 員 長 諏 訪 　 剛  
運 営 副 委 員 長 岡 泉 　 茂 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 三 好 伊 知 郎
実 行 委 員 長 平 賀 秀 忠
実 行 副 委 員 長 内 村 秀 一 江 川 真 司 辻 本 　 修 羽 場 幸 彦  
実 行 委 員 松 田 　 元 山 村 幸 雄 伊 藤 孝 彦 安 保 欧 貴 濱 野 博 臣

若 林 豊 久 村 林 正 美 吉 岡 秋 浩
審 判 長 諏 訪 　 剛  
副 審 判 長 金 丸 明 人
審 判 員 山 本 　 良 兒 玉 　 篤 林 　 広 志 松 田 基 子 樽 谷 哲 子

中 橋 政 彦 岩 村 　 衡 及 川 幸 雄 尾 山 眞 司 向 井 幹 博
阿 部 雅 人 石 山 隆 英 松 本 俊 之 千 品 洋 一 瀬 尾 幸 矢
甲 地 吉 行 堀 部 嘉 雄 近 藤 進 太 郎 野 本 大 道 中 村 　 太
本 田 綾 香 渡 邊 裕 二 田 中 寛 仁 甲 能 　 武 小 川 豊 清
瀬 尾 麻 世 伊 志 嶺 朝 広 増 田 仁 子 大 町 綾 子 衛 藤 啓 二
北 田 裕 美 子 稲 川 郁 子 工 藤 　 文 福 田 隆 文 江 上 忠 孝
大 城 　 功 小 林 茂 夫 濱 野 博 臣 吉 田 　 明 清 水 雄 希
弓 矢 竜 太 柳 川 宏 幸 安 保 欧 貴 田 端 隆 宣 畑 中 健 司
白 濱 睦 海 田 伏 一 晴 池 口 恵 二 郎

審 判 係 川 下 裕 一 辻 本 　 修
優 秀 選 手 選 考 委 員 田 中 裕 二 柏 倉 伸 司
総 務 統 括 丸 田 廣 行 河 合 宏 和 三 好 伊 知 郎
総 務 中 島 和 三 郎 牧 瀬 敏 文 荒 木 清 之 柏 倉 伸 司 齋 藤 秀 二

中 山 裕 司 山 岸 裕 二 川 下 裕 一 近 藤 洋 之 薪 谷 　 翠
春 山 敏 美 篠 田 淑 美 大 矢 真 弓 瀬 戸 拓 郎 松 本 潮 霞
羽 場 幸 彦 山 村 幸 雄 岡 本 さ お り 河 合 明 奈 落 合 真 衣
川 田 真 吾 小 林 亮 司 山 本 晃 平 田 中 大 介

受付（役員・来賓・報道） 田 中 裕 二 柏 倉 伸 司 中 山 裕 司 瀬 戸 拓 郎 松 本 潮 霞
山 口 敏 司 鈴 木 由 高 新 井 雅 美 西 林 義 之

受 付（ 審 判・ 選 手 ） 小 林 一 憲 熊 谷 由 里 内 田 愛 美 柳 川 宏 幸
全 体 進 行 丸 田 廣 行 河 合 宏 和 羽 場 幸 彦 松 田 　 元 山 村 幸 雄
セ イ コ ー シ ス テ ム 山 岸 裕 二 近 藤 洋 之 山 本 　 剛 永 井 航 生 菊 井 知 規
選手変更・オーダー受付 近 藤 洋 之 川 下 裕 一 薪 谷 　 翠 中 村 伸 一

江 川 真 司 河 田 惠 吾
本 部 記 録 中 山 裕 司 山 岸 裕 二 瀬 戸 拓 郎   

菊 井 智 規 河 合 明 奈 落 合 真 衣   
試 合 場 係 吉 岡 秋 浩 若 林 豊 久 村 林 正 美 伊 藤 孝 彦 西 林 義 之

櫻 井 裕 昭 柳 川 一 朗 山 田 啓 義 岩 本 裕 史 稲 澤 真 人
森 田 知 徳 清 水 　 健 村 木 康 大 日 置 雄 斗 菊 岡 勝 弘
川 戸 正 志 荘 司 和 大 瀬 戸 嘉 一 （ケアシステム：皇學館大学）
（セイコーシステム：四日市工業高校・四日市商業高校・神戸高校）

放 送 牧 瀬 敏 文 齋 藤 秀 二
松 田 　 元 甲 斐 陽 子 平 賀 久 美

接 待 内 田 愛 美 山 本 瑠 那 市 川 和 希 森 　 千 代 子 花 井 和 美
中 村 真 紀

表 彰 ・ 式 典 中 島 和 三 郎 荒 木 清 之 大 矢 真 弓 中 北 裕 喜 谷 口 貴 章
水 野 敬 太 上 路 大 将 川 端 元 気 瀬 古 航 大 林 田 直 也
笹 山 真 彦 本 郷 貴 司 （ 鈴 鹿 高 校 ）

会 場 整 備・ 警 備 川 崎 孝 美 清 水 　 将

計 量 薪 谷 　 翠 大 矢 真 弓
岡 本 さ お り 清 水 未 来 市 川 和 希

救 護 岡 田 尚 之（医師）田 川 剛 志（医師）

三重県柔道整復師会 古 市 博 己 橋 本 　 覚 橋 爪 良 太 札 堂 　 勇
船 越 将 吾 西 岡 正 訓 川 崎 洋 平 岡 崎 秀 一 伊 藤 圭 輝

託 児 所 熊 谷 由 里 川 瀬 智 子
補 助 員 皇 學 館 大 學 四日市中央工業高校 四日市商業高校 四日市工業高校 名 張 高 校

亀 山 高 校 鈴 鹿 高 校 神 戸 高 校 か わ ご え 柔 塾 亀山柔道クラブ

大　会　競　技　役　員大 会 委 員 長 本 多 孝 一
大 会 副 委 員 長 諏 訪 　 剛 田 中 裕 二 羽 場 幸 彦
大 会 委 員 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 三 好 伊 知 郎 大 山 昭 三 栗 原 孝 至

池 田 紀 之 出 口 博 基 岡 泉 　 茂 岡 本 　 有 貝 山 仁 美
柏 倉 伸 司 木 村 博 行 薪 谷 　 翠 中 村 淳 子 中 村 　 元
日 浦 慎 司 松 岡 義 之 山 岸 裕 二 山 田 利 彦 山 本 　 剛
山 脇 　 悟 渡 邊 裕 二 相 園 靖 彦 秋 元 利 幸 浅 沼 理 任
阿 部 敏 幸 壹 岐 知 則 伊志嶺朝之介 宇 髙 菜 絵 及 川 幸 雄
金 丸 明 人 金 丸 雄 介 賀 持 道 明 河 合 宏 和 川 北 周 平
川 下 裕 一 喜 多 康 之 小 島 喜 一 朗 児 島 廣 政 齋 藤 秀 二
柴 田 宗 輝 高 宮 　 廣 多 嶋 智 明 樽 谷 哲 子 壺 阪 昌 博
樋 川 　 純 永 井 航 生 永 井 亮 平 中 嶋 和 三 郎 中 村 伸 一
野 々 哲 也 平 泉 博 史 福 見 友 子 藤 本 栄 二 古 宮 洋 二
前 　 保 幸 松 阪 　 誉 柳 澤 　 久 藪 　 宏 明 山 本 典 実
山 本 幹 夫 吉 薗 勇 太 石 川 　 敦 乾 　 義 昭 上 野 雅 恵
小 野 勇 輝 河 原 正 太 小 泉 友 厚 甲 能 　 武 斉 藤 恒 一
佐 藤 　 等 高 松 雄 太 田 中 寛 仁 辻 　 拓 也 德 山 唯 志
中 濱 真 吾 中 村 兼 三 早 川 憲 幸 樋 口 真 広 久 富 勝 之
布 施 玄 秀 桝 井 宣 克 松 本 修 三 三 浦 翔 平 御 手 洗 大 作
望 月 義 勝 藪 田 幸 士 山 本 和 博 山 本 　 勉 横 井 健 二
吉 岡 正 人 伊 藤 孝 彦 山 村 幸 雄 安 保 欧 貴 濱 野 博 臣
若 林 豊 久 村 林 正 美 吉 岡 秋 浩 松 田 　 元
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会 場 図
三重県四日市市総合体育館

−12− −13−



試 合 場 割 当 表
【第１日目　６月３日（土）】	

　９：30　開会式

  アトラクション（こにゅうどうくんとキッズダンサー）

第１試合場 番号 第２試合場 番号 第３試合場 番号 第４試合場 番号 第５試合場 番号 第６試合場 番号

男子第３部１回戦 ①-1 男子第３部１回戦 ②-1 男子第３部１回戦 ③-1 男子第３部１回戦 ④-1 男子第３部１回戦 ⑤-1 男子第３部１回戦 ⑥-1
　〃 ①-2 　〃 ②-2 　〃 ③-2 女子第２部１回戦 ④-2 　〃 ⑤-2 　〃 ⑥-2

　〃 ①-3 　〃 ②-3 　〃 ③-3 　〃 ④-3 　〃 ⑤-3 　〃 ⑥-3

　〃 ①-4 　〃 ②-4 　〃 ③-4 　〃 ④-4 　〃 ⑤-4 　〃 ⑥-4

女子第１部リーグ戦 ①-5 　〃 ②-5 　〃 ③-5 　〃 ④-5 　〃 ⑤-5 　〃 ⑥-5

女子第１部リーグ戦 ①-6 　〃　　 ２回戦 ②-6 　〃　 　２回戦 ③-6 　〃 ④-6 　〃　　 ２回戦 ⑤-6 　〃　 　２回戦 ⑥-6

女子第１部リーグ戦 ①-7 　〃 ②-7 　〃 ③-7 　〃 ④-7 　〃 ⑤-7 　〃 ⑥-7

女子第１部リーグ戦 ①-8 　〃 ②-8 　〃 ③-8 　〃　　 ２回戦 ④-8 　〃 ⑤-8 　〃 ⑥-8

女子第１部リーグ戦 ①-9 　〃 ②-9 　〃 ③-9 　〃 ④-9 　〃 ⑤-9 　〃 ⑥-9

女子第１部リーグ戦 ①-10 　〃 　　３回戦 ②-10 　〃　　 ３回戦 ③-10 　〃 ④-10 　〃　 　３回戦 ⑤-10 　　〃　 　３回戦 ⑥-10

　〃 ②-11 　〃 ③-11 　〃 ④-11 　〃 ⑤-11 　〃 ⑥-11

　〃 　　４回戦 ②-12 　〃 　　４回戦 ③-12 　〃　　準決勝 ④-12 　〃　 　４回戦 ⑤-12   

　 　 　〃 ④-13   

女子第２部 決勝 ④-14

男子第３部４回戦 ④-15

　〃　準決勝 ④-16

男子第３部 準決勝 ①-11   　   　
男子第３部 決勝 ①-12 　 　   　 　

　16:30～表彰式（予定）

【第２日目　６月４日（日）】	
　9：00～試合開始

第１試合場 番号 第２試合場 番号 第３試合場 番号 第４試合場 番号 第５試合場 番号 第６試合場 番号

男子第２部１回戦 ①-1 男子第２部１回戦 ②-1 男子第２部１回戦 ③-1 男子第１部１回戦 ④-1 男子第２部１回戦 ⑤-1 男子第２部１回戦 ⑥-1
男子第１部１回戦 ①-2 　〃 ②-2 　〃 ③-2 　〃 ④-2 　〃 ⑤-2 　〃 ⑥-2

　〃 ①-3 　〃　　 ２回戦 ②-3 　〃　　 ２回戦 ③-3 　〃　 　２回戦 ④-3 　〃　　 ２回戦 ⑤-3 　〃　 　２回戦 ⑥-3

　〃　　 ２回戦 ①-4 　〃 ②-4 　〃 ③-4 　〃 ④-4 　〃 ⑤-4 　〃 ⑥-4

　〃 ①-5 　〃　　 ３回戦 ②-5 　〃　　 ３回戦 ③-5   　〃　 　３回戦 ⑤-5 　〃　 　３回戦 ⑥-5
男子第１部 準決勝 ①-6 男子第２部 準決勝 ②-6  男子第１部 準決勝 ④-5 男子第２部 準決勝 ⑤-6

 アトラクション（古式の形）

男子第２部 決勝 ①-7
男子第１部 決勝 ①-8

 13:10～表彰式・閉会式（予定）
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〔2022年　年間最優秀選手〕全日本実業柔道連盟に登録している選手で、
当該年度に最も優秀な成績を収めた選手。

〔永 野 重 雄 賞〕

SBC湘南美容クリニックパーク24㈱

〔宮 崎 　 輝 賞〕
阿部一二三 角 田 夏 実

2022 世界選手権 タシケント大会　48kg級　優勝2022 世界選手権 タシケント大会　66kg級　優勝

〔 過 去 の 受 賞 者 の 記 録 〕
表彰年度 永 野 重 雄 賞 宮 崎 　 輝 賞
1985年 滝 吉 直 樹（新 日 本 製 鐵）
1986年 星　　 君 男（京 葉 ガ ス）
1987年 滝 吉 直 樹（新 日 本 製 鐵）
1988年 諏 訪　　 剛（京 葉 ガ ス）
1989年 該 当 者 な し
1990年 該 当 者 な し
1991年 小 川 直 也（日 本 中 央 競 馬 会）
1992年 中 谷　　 弘（新 日 本 製 鐵） 〔1993年　　創　　設〕
1993年 吉 田 秀 彦（新 日 本 製 鐵） 田 辺 陽 子（ミ キ ハ ウ ス）
1994年 中 村 佳 央（旭 化 成 工 業） 立 野 千 代 里（ミ キ ハ ウ ス）
1995年 岡 泉　　 茂（新 日 本 製 鐵） 大 石 愛 子（横 浜 そ ご う）
1996年 秀 島 大 介（日 本 中 央 競 馬 会） 菅 原 教 子（ダ イ コ ロ）
1997年 中 村 兼 三（旭 化 成 工 業） 惠 本 裕 子（住 友 海 上）
1998年 金 野　　 潤（綜合警備保障） 立 野 千 代 里（ミ キ ハ ウ ス）
1999年 篠 原 信 一（旭 化 成 工 業） 真 壁 友 枝（住 友 海 上）
2000年 篠 原 信 一（旭 化 成 工 業） 楢 﨑 教 子（ダ イ コ ロ）

2001年 野 村 忠 宏（ミ キ ハ ウ ス） 田 村 亮 子（トヨタ自動車）瀧 本　　 誠（日 本 中 央 競 馬 会）
2002年 井 上 康 生（綜合警備保障） 上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）
2003年 井 上 康 生（綜合警備保障） 北 田 佳 世（ミ キ ハ ウ ス）

2004年 井 上 康 生（綜合警備保障） 谷　　 亮 子（トヨタ自動車）
鈴 木 桂 治（平 成 管 財） 上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）

2005年 鈴 木 桂 治（平 成 管 財） 塚 田 真 希（綜合警備保障）
2006年 鈴 木 桂 治（平 成 管 財） 薪 谷　　 翠（ミ キ ハ ウ ス）
2007年 該 当 者 な し 中 澤 さ え（綜合警備保障）
2008年 鈴 木 桂 治（平 成 管 財） 塚 田 真 希（綜合警備保障）

2009年 内 柴 正 人（旭 化 成） 上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）
谷 本 歩 実（コ マ ツ）

2010年 該 当 者 な し 上 野 順 恵（三井住友海上火災保険）
2011年 高 橋 和 彦（新 日 本 製 鐵） 杉 本 美 香（コ マ ツ）
2012年 該 当 者 な し 浅 見 八 瑠 奈（コ マ ツ）
2013年 該 当 者 な し 松 本　　 薫（フォーリーフジャパン）
2014年 海 老 沼 　 匡 （パ ー ク 24） 緒 方 亜 香 里（了 德 寺 学 園）
2015年 中 矢　　 力（A L S O K） 近 藤 亜 美（三井住友海上火災保険）
2016年 羽 賀 龍 之 介（旭 化 成） 中 村 美 里（三井住友海上火災保険）
2017年 大 野 将 平（旭 化 成） 田 知 本　 遥（A L S O K）
2018年 髙 藤 直 寿（パ ー ク 24） 新 井 千 鶴（三井住友海上火災保険）
2019年 髙 藤 直 寿（パ ー ク 24） 新 井 千 鶴（三井住友海上火災保険）
2020年 丸 山 城 志 郎（ミ キ ハ ウ ス） 出 口 ク リ ス タ（日本生命保険相互会社）
2021年 羽 賀 龍 之 介（旭 化 成） 冨 田 若 春（コ マ ツ）
2022年 ウ ル フ ア ロ ン（了德寺大学職員） 濵 田 尚 里（自衛隊体育学校）
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男子第１部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

1. 旭 化 成 Ａ

2. Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ

3. アド ヴ ィッ ク ス

4. 日 本 製 鉄

5. 東 芝

6. 九 州 電 力

7. 日 本 中 央 競 馬 会

8. 京 葉 ガ ス

9. 日 本 通 運

10. パ ー ク 　 2 4

11. 旭 化 成 Ｂ

12. セ ン コ ー

①-４

④-３

①-５

④-４

①-６

④-５

①-８

①-２

④-１

①-３

④-２

※試合場（○数字）－試合順

男
子
第
１
部　
組
み
合
わ
せ
表

−18− −19−



男
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組
み
合
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せ
表

男子第２部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

②-３

③-３

⑤-３

⑥-３

③-４

⑤-４

⑥-４

②-５

③-５

⑤-５

⑥-５

②-６

⑤-６

①-７

②-４

②-１

②-２

③-１

⑤-１

⑥-１

③-２

⑤-２

⑥-２

①-１

1. 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト Ａ

2. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

3. 大 阪 ガ ス

4. ト ヨ タ 自 動 車

5. 日 本 製 鉄　 大 分

6. 三 菱 ケ ミ カ ル 物 流

7. ダ イ コ ロ

8. 不 二 熱 学 サ ー ビ ス

9. Ｊ Ｒ 九 州

10. 岐 阜 刑 務 所

11. パ ー ク 24

12. セ ン ト ラ ル 警 備 保 障

13. 東 レ 　 滋 賀

14. セ ン コ ー

15. 戸 髙 鉱 業 社

16. 慶 應 柔 友 会

17. 九 電 工

18. 安 川 電 機

19. 豊 田 自 動 織 機

20. 東海げんき整骨院クラブ

21. 京 葉 ガ ス

22. 三 菱 重 工 名 古 屋

23. 自 衛 隊 体 育 学 校

24. 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト Ｂ

25. 東 芝
※試合場（○数字）－試合順
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男子第３部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

※試合場（○数字）－試合順

②-６ ⑤-６

③-６ ⑥-６

③-８ ⑥-８

②-７ ⑤-７

③-７ ⑥-７

③-９ ⑥-９

②-８ ⑤-８

②-９ ⑤-９

②-10 ⑤-10

③-10 ⑥-10

③-11 ⑥-11

②-11 ⑤-11

②-12 ⑤-12

③-12 ④-15

①-11
①-12

④-16

④-１ ⑤-１

③-１ ⑥-１

③-４ ⑥-４

②-１ ⑤-３

③-３ ⑥-３

①-２ ①-４

②-３ ⑤-４

②-５ ①-３

①-１ ⑤-２

③-２ ⑥-２

③-５ ⑥-５

②-２

②-４ ⑤-５

1. Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル

2. 大 三 紙 業

3. 北 陸 電 力

4. 日 本 生 命 保 険

5. 東 日 本 旅 客 鉄 道 Ａ

6. 東海げんき整骨院クラブ

7. セントラル警備保障Ｂ

8. ジャパンエレベーターサービス

9. はっとり鍼灸接骨院

10. 慶 應 柔 友 会 Ｂ

11. 豊 田 自 動 織 機

12. シダックス柔道倶楽部

13. 三 重 県 警 察

14. 東日本成人矯正医療センター

15. 京 都 医 健

16. 日 本 通 運

17. アーバンセキュリティ

18. ジ ュ ウ セ ラ

19. 米 田 柔 整 専 門 学 校

20. 東 洋 水 産

21. サ ト ー 工 業

22. ス エ ヒ ロ 工 業

23. 甲 府 刑 務 所

24. 講 専 柔 希 会

25. 羽田タートルサービス

26. 日 本 製 鉄 本 社

27. イ カ イ

28. 東京柔道整復専門学校

29. 吉 川 工 業

30. セントラル警備保障Ａ

31. リンクスタッフグループ

32. 三 重 刑 務 所

33. 東 日 本 旅 客 鉄 道 Ｂ

34. 和 道 場 柔 友 会

35. 名 古 屋 刑 務 所

36. 慶 應 柔 友 会 Ａ

37. ミ ナ ミ

38. Ｒ＆Ｓ ＡＣＡＤＥＭＹ

39. 栗 田 産 業

40. ト ー エ ー 企 業

41. 氣 樂 道 場

42. 東 レ 名 古 屋

43. Ｉ Ｈ Ｉ 柔 道 部

44. 建 装 工 業

45. 松 波 総 合 病 院

46. 興 徳 ク リ ー ナ ー

47. Ａ Ｋ Ｊ Ｏ Ｂ

48. 四 日 市 地 区 柔 道 会

49. エ ス テ ィ ー エ ム

50. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

51. 大 阪 ガ ス

52. 東 海 旅 客 鉄 道

53. 笑顔道整骨院グループ

54. 全道市役所柔道連盟

55. 東 レ 滋 賀

56. 岐 阜 刑 務 所

57. ＡＬＳＯＫ北関東綜警
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※試合場（○数字）－試合順

女 子 第 １ 部

①-５ コ マ ツ 対 Ｊ Ｒ 東 日 本

①-６ 三井住友海上火災保険 対 自 衛 隊 体 育 学 校

①-７ コ マ ツ 対 自 衛 隊 体 育 学 校

①-８ 三井住友海上火災保険 対 Ｊ Ｒ 東 日 本

①-９ Ｊ Ｒ 東 日 本 対 自 衛 隊 体 育 学 校

①-10 三井住友海上火災保険 対 コ マ ツ

三井住友海上火災保険 コ マ ツ J R 東 日 本 自衛隊体育学校 パ ー ク 24 勝敗 順位
三井住友海上火災保険 ①-10 ①-８ ①-６ - 勝 敗 分

コ マ ツ ①-５ ①-７ - 勝 敗 分

J R 東 日 本 ①-９ - 勝 敗 分

自衛隊体育学校 - 勝 敗 分

パ ー ク 24 - - - - 勝 敗 分 欠場

※試合場（○数字）－試合順

女子第２部　　組み合わせ表
優　勝
準優勝
第３位
第３位

女
子　
組
み
合
わ
せ
表

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

④-12

④-13

④-14

④-８

④-10

④-11

④-９

④-２

④-５

④-６

④-３

④-７

④-４

1. 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト

2. 吉 川 工 業

3. セ ン コ ー Ｂ

4. ヤ ッ ク ス Ｂ

5. ＡＬＳＯＫ北関東綜警Ｂ

6. Ｊ Ｒ 九 州

7. ブ イ・ テ ク ノ ロ ジ ー Ａ

8. セ ン コ ー Ａ

9. ＡＬＳＯＫ北関東綜警Ａ

10. 東 日 本 旅 客 鉄 道

11. ヤ ッ ク ス Ａ

12. 東 京 柔 道 整 復 専 門 学 校

13. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

14. ブ イ・ テ ク ノ ロ ジ ー Ｂ
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男子第１部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．旭化成Ａ 監督　吉 田 優 也
先鋒 5 羽 賀 龍 之 介 32 186 100 東 海 大
次鋒 6 王 子 谷 剛 志 30 186 135 東 海 大
中堅 5 永 瀬 貴 規 29 181 81 筑 波 大
副将 4 尾 原 琢 仁 28 193 120 筑 波 大
大将 4 太 田 彪 雅 25 179 125 東 海 大
補欠 4 飯 田 健 太 郎 25 189 100 国 士 舘 大
補欠 3 中 野 寛 太 22 182 130 天 理 大

３．アドヴィックス 監督　大 軒 英 幸
先鋒 3 磯 村 亮 太 24 178 115 国 士 舘 大
次鋒 3 田 中 大 勝 26 175 100 早 稲 田 大
中堅 2 石 川 智 啓 23 175 130 東 海 大
副将 3 古 川 裕 煕 26 187 140 天 理 大
大将 3 皆 川 大 記 22 173 100 東 洋 大
補欠 3 北 野 裕 一 32 177 90 國 學 院 大
補欠

５．東芝 監督　石 川 正 樹
先鋒 5 乙 津 瑞 希 32 176 95 桐蔭横浜大
次鋒 5 田 坂 翔 太 30 173 92 日本体育大
中堅 4 須 永 江 貴 29 175 95 日本体育大
副将 3 平 林 直 矢 25 176 85 東 海 大
大将 3 渡 邊 神 威 24 177 88 東 海 大
補欠 3 瀧 澤 秀 斗 23 182 95 東 海 大
補欠 3 古 田 直 也 23 177 81 広 島 大

７．日本中央競馬会 監督　長 島 啓 太
先鋒 2 レイズカヨル 29 183 100 日 本 大
次鋒 3 ベイカー茉秋 28 178 90 東 海 大
中堅 3 影 浦 　 心 27 179 117 東 海 大
副将 3 一 色 勇 輝 26 186 124 日 本 大
大将 4 山 田 伊 織 25 177 113 国 士 舘 大
補欠 3 東 部 直 希 23 171 120 日 本 大
補欠 3 賀 持 喜 道 22 181 88 日 本 大

９．日本通運 監督　山 脇 　 悟
先鋒 3 手 塚 　 海 29 178 81 桐蔭横浜大
次鋒 3 玉 置 　 玉 26 178 90 山梨学院大
中堅 3 戸 﨑 碧 海 26 178 95 桐蔭横浜大
副将 3 影 浦 　 力 23 171 90 東 海 大
大将 4 衛 藤 力 也 24 178 90 皇 學 館 大
補欠 3 中 村 洸 登 23 172 81 天 理 大
補欠 3 吉 井 拓 実 22 174 100 東 洋 大

11．旭化成Ｂ	 監督　髙 上 智 史
先鋒 4 石 内 裕 貴 30 183 100 天 理 大
次鋒 4 山 本 悠 司 27 173 81 天 理 大
中堅 3 笹 谷 　 健 24 181 90 東 海 大
副将 3 羽 田 野 竜 輝 23 180 120 明 治 大
大将 4 千 野 根 有 我 22 186 130 筑 波 大
補欠 3 川 田 修 平 27 184 115 明 治 大
補欠 4 中 西 一 生 22 178 90 国 士 舘 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．ＡＬＳＯＫ 監督　小 橋 秀 規

先鋒 5 香 川 大 吾 26 180 130 東 海 大 院
次鋒 5 相 田 勇 司 23 170 66 國 學 院 大
中堅 4 山 口 貴 也 24 180 100 日 本 大
副将 3 宮 原 崚 汰 24 186 130 東 海 大
大将 3 阿 部 武 蔵 23 173 85 国 士 舘 大
補欠 2 菅 原 孝 希 23 175 95 日本体育大
補欠 5 原 田 健 士 24 175 73 日本体育大

４．日本製鉄	 監督　齋 藤 　 俊
先鋒 3 上 田 轄 麻 29 185 125 明 治 大
次鋒 5 小 川 竜 昴 29 183 110 国 士 舘 大
中堅 3 黒 岩 貴 信 30 193 140 筑 波 大
副将 3 佐 藤 和 哉 28 181 120 日 本 大
大将 3 木 元 拓 人 25 189 120 日 本 大
補欠 3 田 中 源 大 26 180 125 明 治 大
補欠 3 植 岡 虎 太 郎 22 175 102 天 理 大

６．九州電力 監督　山 本 泰 三
先鋒 3 安 部 光 太 22 178 90 東 海 大
次鋒 2 大 坪 奨 武 18 171 70 佐賀工業高
中堅 5 七 戸 　 龍 34 193 120 福 岡 大
副将 4 七 戸 　 虎 33 190 110 福 岡 大
大将 3 浦 川 大 生 28 173 81 日 本 大
補欠 2 中 島 　 淳 23 165 70 鳥栖工業高
補欠 3 飯 田 竜 生 22 175 78 慶應義塾大

８．京葉ガス 監督　河 原 正 太
先鋒 5 岩 尾 敬 太 32 185 135 国 士 舘 大
次鋒 3 野 々 内 悠 真 27 178 95 明 治 大
中堅 3 篠 崎 忠 司 25 174 90 日 本 大
副将 4 岩 渕 晃 大 24 175 90 国 士 舘 大
大将 3 神 垣 和 他 23 180 100 明 治 大
補欠 3 畠 山 竜 弥 23 183 100 山梨学院大
補欠 3 押 領 司 龍 星 22 175 90 國 學 院 大

10．パーク24 監督　吉 田 秀 彦
先鋒 3 小 川 雄 勢 26 190 135 明 治 大
次鋒 3 松 村 颯 祐 23 180 155 東 海 大
中堅 5 ウルフアロン 27 181 100 東 海 大
副将 3 長 澤 憲 大 29 177 90 東 海 大
大将 3 田 嶋 剛 希 25 172 90 筑 波 大
補欠 3 増 山 香 補 24 180 90 明 治 大
補欠 3 小 原 拳 哉 28 177 81 東 海 大

12．センコー 監督　古 田 昌 直
先鋒 3 原 田 昌 寛 26 178 90 桐蔭横浜大
次鋒 3 石 川 竜 多 25 186 100 筑 波 大
中堅 3 梅 野 雅 崇 23 176 100 国 士 舘 大
副将 3 熊 坂 光 貴 22 180 100 国 士 舘 大
大将 3 田 中 英 二 郎 25 180 90 筑 波 大
補欠 3 河 田 闘 志 24 186 100 天 理 大
補欠 3 半 田 　 颯 23 162 60 桐蔭横浜大

男
子
第
１
部　
選
手
名
簿
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選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
１．日本エースサポートＡ 監督　藤 猪 省 太

先鋒 3 服 部 竜 也 22 167 90 桐蔭横浜大
次鋒 3 大 村 康 太 22 174 100 東 海 大
中堅 2 中 島 大 貴 23 177 123 東 海 大
副将 2 野 上 廉 太 郎 25 174 73 筑 波 大
大将 3 関 根 聖 隆 23 173 100 筑 波 大
補欠 5 佐 藤 雄 哉 32 170 73 国 士 舘 大
補欠

３．大阪ガス 監督　喜 多 康 之
先鋒 3 兵 頭 　 京 22 163 70 天 理 大
次鋒 3 長 谷 川 樹 希 24 180 94 甲 南 大
中堅 4 門 田 昇 馬 26 171 70 天 理 大
副将 2 亀 谷 嗣 温 23 180 83 近 畿 大
大将 初 辻 本 智 大 21 177 107 神戸科学技術高
補欠 4 磯 川 章 磨 31 178 100 岐阜工業高専
補欠

５．日本製鉄大分 監督　竹 本 五 成
先鋒 初 上 原 翔 希 23 168 75 高 田 高
次鋒 3 小 林 　 巧 22 162 73 柳 ヶ 浦 高
中堅 2 竹 根 佳 風 26 172 70 中 津 東 高
副将 2 佐 藤 翔 太 22 183 120 柳 ヶ 浦 高
大将 3 阿 部 滉 平 28 176 90 日本文理大
補欠
補欠

７．ダイコロ 監督　吉 薗 勇 太
先鋒 2 手 柴 宗 一 郎 25 167 70 日本体育大
次鋒 3 一 ノ 瀬 大 暉 29 167 90 近 畿 大
中堅 2 小 田 春 樹 20 174 118 加藤学園高
副将 2 清 政 真 人 24 162 68 神戸国際大附高
大将 4 前 山 昌 平 25 169 70 国 士 舘 大
補欠 初 平 川 恭 次 22 166 75 東海大附福岡高
補欠 2 菅 　 太 陽 21 168 85 鹿児島実業高

９．ＪＲ九州 監督　久 冨 勝 之
先鋒 2 植 田 祐 太 27 172 90 名 城 大
次鋒 3 祝 　 貴 之 27 170 90 福 岡 大
中堅 3 弓 削 凜 月 23 165 90 日本体育大
副将 3 斗 石 凜 太 郎 28 177 90 日本体育大
大将 2 石 貫 壱 聖 27 175 81 帝京科学大
補欠 3 東 　 幸 尚 28 173 100 九州産業大
補欠 2 工 藤 樹 希 22 172 90 福 岡 大

11．パーク24 監督　海老沼　聖
先鋒 3 藤 鷹 裕 大 23 187 100 明 治 大
次鋒 3 伊 藤 好 信 26 182 100 東 海 大
中堅 3 青 柳 大 虎 23 172 81 日 本 大
副将 3 白 川 剛 章 26 175 90 天 理 大
大将 3 島 田 隆 志 郎 25 170 73 國 學 院 大
補欠 3 石 山 潤 平 25 176 100 天 理 大
補欠 4 釘 丸 将 太 26 174 81 国 士 舘 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．アドヴィックス 監督　大 軒 英 幸

先鋒 3 三 村 暁 之 27 175 95 明 治 大
次鋒 3 田 中 太 基 25 170 90 天 理 大
中堅 4 前 田 崚 登 28 175 90 東 洋 大
副将 3 木 戸 清 孝 27 168 65 天 理 大
大将 3 菅 原 健 志 32 177 100 明 治 大
補欠 3 伊 藤 悦 輝 26 170 80 早 稲 田 大
補欠

４．トヨタ自動車 監督　上 原 貴 志
先鋒 2 橋 本 弥 勇 汰 22 164 72 星 城 高
次鋒 2 松 宮 聖 樹 20 167 90 星 城 高
中堅 3 柿 本 慎 太 郎 25 176 90 同 志 社 大
副将 初 山 室 　 航 23 177 80 鹿 本 高
大将 2 日 名 子 隼 輔 33 171 115 星 城 高
補欠 3 倉 田 竜 幸 34 168 109 碧南工業高
補欠

６．三菱ケミカル物流 監督　木 渕 正 太
先鋒 2 池 福 祐 基 24 166 70 流通経済大
次鋒 3 高 田 将 貴 32 178 145 流通経済大
中堅 3 杉 田 龍 文 31 177 100 日 本 大
副将 3 相 原 翔 旭 34 175 130 東 海 大
大将 3 斉 藤 　 群 23 175 78 日 本 大
補欠 2 岸 川 健 一 郎 36 170 90 流通経済大
補欠 3 渡 邉 宰 士 36 182 90 流通経済大

８．不二熱学サービス 監督　中 出 知 秀
先鋒 3 結 城 汰 一 25 175 73 天 理 大
次鋒 3 今 野 祐 斗 23 180 95 天 理 大
中堅 3 森 部 篤 知 24 177 90 天 理 大
副将 3 邊 川 湧 大 23 171 72 天 理 大
大将 3 城 山 勝 太 郎 26 168 70 天 理 大
補欠
補欠

10．岐阜刑務所 監督　瀬 上 修 平
先鋒 3 別 司 宝 聖 22 173 73 流通経済大
次鋒 初 宮 浦 　 司 26 173 150 福井工業大
中堅 3 木 原 伸 幸 33 165 120 愛 知 大
副将 4 北 村 和 也 31 176 107 大阪産業大
大将 2 栗 巣 野 　 樹 23 175 90 皇 學 館 大
補欠 4 中 村 剛 久 36 173 115 国際武道大
補欠

12．セントラル警備保障 監督　久保寺佑次郎
先鋒 3 北 村 拓 己 26 170 95 日本体育大
次鋒 3 岩 井 　 学 41 180 95 千葉商科大
中堅 3 齋 藤 善 信 23 180 100 上 武 大
副将 3 笹 間 幸 成 22 175 90 流通経済大
大将 4 久保寺佑次郎 36 174 90 流通経済大
補欠
補欠

男子第２部選手名簿
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男子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

13．東レ滋賀 監督　西 澤 昌 樹
先鋒 3 内 藤 竜 生 26 177 90 近 畿 大
次鋒 3 中 原 諒 人 27 160 66 天 理 大
中堅 3 大 西 勇 気 27 173 73 報徳学園高
副将 3 新 井 滉 燿 25 185 100 天 理 大
大将 2 山 本 義 生 22 178 81 社 高
補欠 2 小 上 展 寿 21 187 120 比 叡 山 高
補欠 2 ハッサン始夢 22 173 90 村野工業高

15．戸髙鉱業社 監督　出 口 嘉 之
先鋒 2 佐 藤 周 也 19 168 73 延岡学園高
次鋒 3 吉 野 弘 人 24 178 90 鹿屋体育大
中堅 初 嶌 田 恵 介 23 175 100 国 東 高
副将 2 瀧 石 靖 弘 22 182 115 国 東 高
大将 2 村 田 大 起 19 171 110 杵 築 高
補欠 3 西 岡 嵩 光 32 185 120 日本文理大
補欠 初 小 仲 遼 太 郎 25 165 80 国 東 高

17．九電工 監督　林 　 直 士
先鋒 4 石 橋 佑 哉 38 175 85 福 岡 大
次鋒 3 中 島 大 勝 35 175 105 天 理 大
中堅 3 波 多 江 純 平 34 170 100 福 岡 大
副将 3 下 山 和 哉 25 170 75 中 央 大
大将 3 畑 中 勝 尋 31 182 85 同 志 社 大
補欠 3 篠 原 　 渉 34 178 90 九州共立大
補欠

19．豊田自動織機 監督　柴 田 道 秀
先鋒 2 竹 腰 隆 二 21 175 90 星 城 高
次鋒 4 八 重 樫 祐 太 34 175 81 国 士 舘 大
中堅 2 増 田 良 生 22 175 100 名 張 高
副将 初 野 々 部 雅 也 35 175 110 弥 富 高
大将 2 榎 並 弘 征 22 175 81 愛産大付三河高
補欠
補欠

21．京葉ガス 監督　花 本 隆 司
先鋒 3 福 岡 克 仁 26 174 73 日 本 大
次鋒 6 河 原 正 太 40 176 95 明 治 大
中堅 3 髙 橋 佑 人 24 185 100 日 本 大
副将 4 西 岡 和 志 35 174 81 明 治 大
大将 4 手 塚 龍 大 34 175 90 東 海 大
補欠 4 寺 島 克 興 33 175 95 国 士 舘 大
補欠 4 須 藤 紘 司 37 180 90 国 士 舘 大

23．自衛隊体育学校 監督　酒 井 英 幸
先鋒 4 前 田 宗 哉 27 185 90 東 海 大
次鋒 3 吉 田 優 平 26 177 73 東 海 大
中堅 4 小 西 誠 志 朗 24 163 60 国 士 舘 大
副将 3 内 村 秀 資 23 175 73 東 海 大
大将 4 春 山 友 紀 32 172 90 国 士 舘 大
補欠 3 内 村 光 暉 25 168 66 東 海 大
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
14．センコー 監督　古 田 昌 直

先鋒 2 寺 岡 優 太 25 183 90 大東文化大
次鋒 2 石 郷 岡 秀 征 25 170 73 筑 波 大
中堅 3 溝 口 琢 海 24 180 81 桐蔭横浜大
副将 3 仲 島 聖 悟 23 164 66 早 稲 田 大
大将 2 杉 山 　 海 24 180 81 東 海 大
補欠 3 藤 岡 将 吾 26 173 81 東 海 大
補欠 5 岩 淵 侑 生 29 170 73 国 士 舘 大

16．慶應柔友会 監督　笹 野 誠 一
先鋒 3 堤 　 大 輝 25 163 70 慶應義塾大
次鋒 3 須 永 廉 也 22 170 70 慶應義塾大
中堅 3 杉 村 晃 希 22 175 80 慶應義塾大
副将 3 織 茂 友 多 郎 24 170 85 慶應義塾大
大将 3 小 田 島 重 夫 26 172 90 慶應義塾大
補欠
補欠

18．安川電機 監督　岡 野 直 樹
先鋒 3 篠 原 泰 斗 22 175 90 東 洋 大
次鋒 2 平 﨑 省 吾 26 178 105 鹿屋体育大
中堅 4 中 野 隆 成 28 178 105 北九州市立大
副将 3 手 嶋 柾 明 27 185 130 福 岡 大
大将 3 野 口 祐 弥 27 182 125 鹿屋体育大
補欠 初 圡 井 　 隼 24 175 105 八幡工業高
補欠 2 池 　 亮 一 郎 22 172 75 八幡工業高

20．東海げんき整骨院クラブ 監督　小 林 幹 佳
先鋒 3 佐 藤 大 輔 23 177 115 東 海 大
次鋒 3 長 谷 川 稔 伸 23 166 73 東 海 大
中堅 3 鈴 木 　 練 25 176 70 東 海 大
副将 3 阪 本 健 介 29 175 105 東 海 大 院
大将 2 廣 井 克 匡 25 168 81 関 西 大
補欠
補欠

22．三菱重工名古屋 監督　齋 藤 利 輝
先鋒 2 柿 山 龍 之 介 22 168 73 中京学院大中京高
次鋒 2 平 松 　 海 25 168 66 大阪産業大
中堅 2 齋 藤 利 輝 32 168 82 鎮 西 高
副将 初 山 本 豪 希 25 173 75 鎮 西 高
大将 2 松 村 勇 輝 29 170 90 鎮 西 高
補欠 2 中 村 翔 平 32 180 90 八幡工業高
補欠 2 山 﨑 　 真 35 180 100 鎮 西 高

24．日本エースサポートＢ 監督　藤 猪 省 太
先鋒 3 納 庄 兵 芽 25 166 62 天 理 大
次鋒 2 小 原 弘 暉 26 173 90 筑 波 大
中堅 3 福 田 大 吾 23 164 60 鹿屋体育大
副将 3 勝 部 　 翔 23 171 73 天 理 大
大将 3 五 味 佳 将 27 167 65 日本体育大
補欠 4 三 井 大 輝 30 173 73 国 士 舘 大
補欠
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燃えるには、エネルギーが必要だ。
あきらめず挑み続ければ、

なにかが変わる。
その汗を忘れるな。

その孤独を噛みしめろ。
挑み、勝つために。



男子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

25．東芝 監督　中 山 　 修
先鋒 2 萩 原 史 章 27 170 68 日本体育大
次鋒 3 加 納 諒 一 24 172 75 岐阜工業高専
中堅 3 平 山 慧 周 29 173 78 順 天 堂 大
副将 3 志 村 洸 太 33 172 81 青山学院大
大将 4 奥 井 真 也 38 182 110 国際武道大
補欠 2 増 本 優 彦 23 166 66 国際武道大
補欠 3 荻 野 義 大 32 168 73 電気通信大院
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．JFEスチール 監督　川 北 周 平
先鋒 初 イワノ イゴル ケンジ 32 170 100 習 志 野 高
次鋒 3 川 北 周 平 38 165 73 前橋育英高
中堅 2 武 田 尚 道 43 175 82 国際武道大
副将 初 田 辺 智 史 32 175 90 千葉商業高
大将 初 ボビエル純貴 28 175 115 国際武道大
補欠
補欠

３．北陸電力 監督　野 崎 健 吾
先鋒 3 奥 村 諒 一 27 170 65 富山工業高
次鋒 3 岩 城 孝 祐 33 172 78 羽咋工業高
中堅 2 長 田 聡 一 郎 26 176 100 高岡工芸高
副将 3 小 沢 豪 生 29 170 90 流通経済大
大将 初 林 　 尚 吾 23 168 84 高岡工芸高
補欠 2 高 橋 知 生 23 157 62 石川県立工業高
補欠 初 石崎ガブリエル 22 181 84 富山工業高

５．東日本旅客鉄道Ａ 監督　西 田 清 二
先鋒 3 佐 藤 　 竜 25 172 73 早 稲 田 大
次鋒 3 角 田 裕 祐 29 175 90 慶應義塾大
中堅 3 髙 木 一 石 23 183 140 筑 波 大
副将 2 堤 　 大 志 25 174 73 日 本 大
大将 3 荒 井 俊 貴 24 170 74 拓 殖 大
補欠 2 佐 藤 貴 也 35 178 80 秋田経法大附高
補欠

７．セントラル警備保障Ｂ 監督　久保寺佑次郎
先鋒 3 浅 居 充 洋 22 178 95 帝京平成大
次鋒 3 渡 邉 寛 太 郎 22 170 81 国際武道大
中堅 3 須 賀 晧 成 26 180 125 関東学園大
副将 3 菊 地 　 聖 26 173 95 上 武 大
大将 3 菊 地 　 烈 22 170 75 上 武 大
補欠
補欠

９．はっとり鍼灸接骨院 監督　石 原 誉 司
先鋒 4 森 下 純 平 33 165 70 筑 波 大
次鋒 3 石 原 隆 佑 29 173 75 中 央 大
中堅 3 大 王 光 貴 31 175 80 中 央 大
副将 3 野 地 優 太 26 175 85 中 央 大
大将 3 関 根 太 三 29 173 100 鹿屋体育大
補欠
補欠

11．豊田自動織機 監督　柴 田 道 秀
先鋒 2 近 藤 空 矢 23 170 73 佐賀工業高
次鋒 2 橋 口 佳 津 樹 22 180 110 佐賀工業高
中堅 2 柿 市 寛 太 21 170 73 四日市中央工業高
副将 2 諸 岡 大 志 20 180 90 名 張 高
大将 3 石 本 克 泰 34 175 81 国 士 舘 大
補欠 初 福 来 浩 啓 24 165 66 三 好 高
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．大三紙業 監督　田 嶌 之 貴

先鋒 3 太 田 慶 一 32 174 78 東 海 大
次鋒 3 近 藤 佑 哉 25 168 68 帝 京 大
中堅 2 鬼 頭 　 賢 21 161 65 桜 丘 高
副将 3 宮 平 龍 次 23 176 94 帝 京 大
大将 3 金 子 京 平 28 180 100 桜 丘 高
補欠 2 及 部 健 太 郎 22 176 88 名 城 大
補欠

４．日本生命保険相互会社 監督　柴 田 宗 輝
先鋒 3 巣 山 太 智 27 162 65 日本体育大
次鋒 4 長 尾 崇 文 26 170 65 日本体育大
中堅 2 北 村 　 翔 27 168 66 鹿屋体育大
副将 2 田 上 英 也 25 176 84 鹿屋体育大
大将 3 田 中 和 輝 28 167 95 天 理 大
補欠 2 吉 原 大 貴 30 170 80 早 稲 田 大
補欠 3 徳 永 一 光 29 175 81 鹿屋体育大

６．東海げんき整骨院クラブ	 監督　小 林 幹 佳
先鋒 4 小 林 幹 佳 37 180 100 京都産業大
次鋒 4 奥 村 達 郎 31 181 105 東 海 大 院
中堅 3 大 道 祐 二 郎 28 168 72 桐蔭横浜大
副将 4 花 田 健 悟 29 180 100 皇 學 館 大
大将 3 森 田 貴 文 27 170 78 東 海 大 院
補欠
補欠

８．ジャパンエレベーターサービス 監督　井 上 智 和
先鋒 3 吉 田 　 岳 22 170 66 東 海 大
次鋒 3 斉本 研 アレクサンドル 22 180 90 國 學 院 大
中堅 3 金 野 晃 大 23 175 100 日 本 大
副将 4 高 橋 龍 之 丞 22 180 110 国 士 舘 大
大将 4 村 尾 三 四 郎 22 180 90 東 海 大
補欠
補欠

10．慶應柔友会Ｂ 監督　笹 野 誠 一
先鋒 3 安 藝 悠 馬 29 168 75 慶應義塾大
次鋒 4 伊 藤 亮 彦 36 176 80 慶應義塾大
中堅 2 新 藤 嘉 樹 30 176 100 慶應義塾大
副将 3 菅 原 将 吾 29 178 81 慶應義塾大
大将 2 森 山 寛 太 31 176 92 慶應義塾大
補欠
補欠

12．シダックス柔道倶楽部 監督　佐 藤 陽 介
先鋒 2 久 保 麗 央 21 173 90 東京リゾート＆スポーツ専
次鋒 3 小 笠 原 一 貴 23 175 85 中 央 大
中堅 3 砂 川 　 翼 35 172 72 大阪市立大院
副将 4 小 澤 侑 亮 29 175 100 国 士 舘 大
大将 3 岩 崎 雄 也 26 173 81 武 蔵 大
補欠 4 武 智 健 太 28 176 73 京 都 大 院
補欠
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

13．三重県警察 監督　前 田 憲 吾
先鋒 5 加 藤 翔 弥 28 182 123 國 學 院 大
次鋒 4 梅 田 健 人 30 173 84 名 城 大
中堅 3 並 木 泰 雅 25 183 115 明 治 大
副将 5 明 石 弘 平 33 182 105 天 理 大
大将 3 瀬 古 真 一 朗 25 168 81 専 修 大
補欠 5 山 岡 知 足 31 172 100 法 政 大
補欠 3 杉 谷 拓 磨 27 171 85 天 理 大

15．京都医健専門学校 監督　湊 谷 知 幹
先鋒 初 小 林 光 矢 郎 18 167 71 瀬田工業高
次鋒 3 石 原 海 渡 21 172 82 中野立志舘高
中堅 初 堀 　 仙 一 郎 18 176 80 瀬田工業高
副将 初 菅 原 大 樹 20 173 76 近 江 高
大将 初 貞 廣 柊 翔 18 172 115 立 笠 田 高
補欠 八 木 裕 壮 21 162 55 福知山成美高
補欠 初 吉 岡 翔 聖 20 165 60 大津商業高

17．アーバンセキュリティ 監督　佐 藤 光 明
先鋒 3 馬 場 健 人 32 168 73 国際武道大
次鋒 3 向 井 邦 弘 31 177 140 びわこ成蹊スポーツ大
中堅 2 松 田 康 仁 25 178 108 興 國 高
副将 3 田 村 達 明 41 163 100 秋田経法大
大将 2 須 賀 銀 太 28 163 78 添 上 高
補欠 3 老 川 和 将 32 165 70 千葉商科大付高
補欠

19．米田柔整専門学校 監督　堀 田 　 篤
先鋒 2 大 杉 圭 一 20 174 66 津田学園高
次鋒 初 綱 島 　 陸 20 174 78 名古屋経大高蔵高
中堅 2 遠 藤 瑞 輝 19 173 85 瑞 浪 高
副将 初 樋 口 平 蔵 20 164 78 名古屋大谷高
大将 初 鈴 木 一 弘 20 164 68 名古屋経大高蔵高
補欠 5 堀 田 　 篤 43 168 73 甲 南 大
補欠

21．サトー工業 監督　弓 矢 凌 輔
先鋒 2 谷 村 正 人 19 175 75 四日市中央工業高
次鋒 2 菅 野 浩 輝 22 177 80 四日市中央工業高
中堅 2 弓 矢 凌 輔 23 179 110 愛 知 大
副将 初 木 村 圭 佑 22 175 90 四日市中央工業高
大将 初 森 田 櫻 也 19 172 85 四日市中央工業高
補欠
補欠

23．甲府刑務所 監督　小 林 勇 介
先鋒 3 大 垣 亮 太 39 163 66 山梨学院大
次鋒 3 吉 原 省 太 23 160 66 山梨学院大
中堅 3 中 島 一 晟 22 175 73 山梨学院大
副将 6 小 林 勇 介 39 173 73 国 士 舘 大
大将 3 髙 橋 修 太 29 170 90 国際武道大
補欠 2 大河原慎之助 21 174 90 富 岡 高
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
14．東日本成人矯正医療センター 監督　島 田 裕 史

先鋒 3 秋 山 竜 大 22 170 65 山梨学院大
次鋒 3 阿 部 竜 弥 24 178 100 山梨学院大
中堅 3 本 間 逸 人 36 170 73 国際武道大
副将 3 延 島 竜 也 38 175 81 桐蔭横浜大
大将 3 落 合 隼 児 35 170 73 中 央 大
補欠 3 牛 尾 康 太 39 180 100 山梨学院大
補欠 3 丸 田 侑 廣 30 170 90 専 修 大

16．日本通運 監督　山 脇 　 悟
先鋒 3 岩 崎 　 彪 23 172 73 流通経済大
次鋒 3 高 野 敦 也 25 173 73 東 海 大
中堅 2 佐 藤 晃 輔 26 167 73 筑 波 大
副将 3 長 谷 川  雷 26 168 66 筑 波 大
大将 3 石 塚 康 太 郎 27 180 95 中 央 大
補欠 3 加 藤 貴 也 33 177 95 明 治 大
補欠 2 友 田 敬 太 27 168 73 流通経済大

18．ジュウセラ 監督　山 下 晃 生
先鋒 4 岩 本 洋 範 30 177 77 東 海 大
次鋒 4 石 井 真 悟 30 162 63 大 正 大
中堅 3 吉 野 智 也 30 172 73 東 海 大
副将 初 黒 川 貴 博 29 178 84 横 浜 高
大将 3 大 草 友 範 29 169 69 桜 美 林 大
補欠
補欠

20．東洋水産 監督　橋 場 和 大
先鋒 3 小 竹 　 守 22 175 100 中 央 大
次鋒 初 矢 野 義 樹 21 173 80 大阪商業大高
中堅 初 曽 我 稜 真 21 164 80 大阪商業大高
副将 3 白 井 椋 也 27 175 80 東 洋 大
大将 3 末 松 竜 也 32 176 90 東京農業大
補欠 3 玉 造 裕 也 34 172 80 東 洋 大
補欠 3 田 川 知 輝 32 165 72 中 央 大

22．スエヒロ工業 監督　青 木 輝 海
先鋒 3 福 岡 智 彦 32 180 115 東京農業大
次鋒 3 野 口 浩 太 朗 34 184 90 帝 京 大
中堅 5 鶴 岡 義 明 34 180 115 東京農業大
副将 3 林 　 考 樹 29 182 90 早 稲 田 大
大将 4 五 味 達 也 34 173 81 拓 殖 大
補欠 3 堀 　 敦 登 32 170 80 早 稲 田 大
補欠

24．講専柔希会 監督　井 尾 健 児
先鋒 3 杉 山 智 紀 24 162 64 岐阜第一高
次鋒 3 牛 丸 克 幸 24 172 66 神 戸 大
中堅 2 早 野 晃 平 24 173 78 名 城 大
副将 初 荒 井 章 馬 23 173 88 大垣日大高
大将 2 大 坂 磨 秋 26 181 134 国立岐阜高専
補欠 3 三 井 翔 也 28 173 73 神 戸 大 院
補欠 4 馬 島 孝 治 32 174 85 国立岐阜高専
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
25．羽田タートルサービス 監督　中村裕次郎

先鋒 3 渋 谷 　 蓮 31 180 88 日 本 大
次鋒 3 安 室 　 歩 22 165 65 清 和 大
中堅 2 甲 賀 祐 晟 29 172 110 長崎日大高
副将 4 仲 佐 怜 優 25 173 90 国 士 舘 大
大将 2 井 川 航 太 23 180 80 国際武道大
補欠 2 村 井 拓 哉 29 175 145 長崎日大高
補欠 3 坂 東 虎 之 輔 23 170 90 木更津総合高
27． イカイ 監督　勝 呂 良 三

先鋒 2 松 本 行 弘 29 163 73 加藤学園高
次鋒 初 岩 上 　 昂 18 176 92 城南静岡高
中堅 3 山 本 亮 太 23 173 125 天 理 大
副将 初 渡 邉 　 翔 18 163 64 御殿場西高
大将 2 鍵 山 聖 七 25 171 78 日本大三島高
補欠
補欠
29．吉川工業 監督　佐 藤 瑠 香

先鋒 2 工 藤 健 斗 19 175 74 延岡学園高
次鋒 初 内 藤 　 聡 19 173 90 鎮 西 高
中堅 3 山 路 大 河 24 163 70 清 和 大
副将 2 今 泉 隼 人 25 175 135 日本文理大
大将 3 木 村 颯 太 23 170 78 清 和 大
補欠 2 中 西 洋 貴 18 164 70 鶴 崎 工 高
補欠
31．リンクスタッフグループ 監督　小 林 治 彦

先鋒 3 幸 田 州 世 24 173 73 帝京科学大
次鋒 3 井 上 泰 司 23 173 81 國 學 院 大
中堅 3 熊 本 拓 巳 22 174 85 帝京科学大
副将 3 梅 野 寛 大 22 176 80 大東文化大
大将 3 井 上 潤 哉 24 173 90 山梨学院大
補欠 4 松 村 将 輝 24 166 66 国 士 舘 大
補欠
33．東日本旅客鉄道Ｂ 監督　菊 田 　 亮

先鋒 2 岡 本 瑞 生 20 169 67 小 杉 高
次鋒 2 鈴 木 　 凜 26 166 76 武 蔵 大
中堅 2 森 田 光 裕 21 167 85 四日市中央工業高
副将 3 松 本 拳 弥 30 172 79 秋 田 大
大将 2 三 河 和 也 33 168 81 岩 手 大
補欠 2 石 田 将 大 29 180 90 西 武 台 高
補欠
35．名古屋刑務所 監督　塚 田 恭 久

先鋒 2 松 岡 涼 太 23 168 80 名古屋商科大
次鋒 初 洲 崎 聖 也 23 180 95 平成国際大
中堅 2 石 川 大 夢 22 175 90 名 城 大
副将 2 栗 村 政 彦 28 175 120 皇 學 館 大
大将 2 西 野 孝 祐 24 180 130 名 城 大
補欠 初 吉 野 茂 樹 27 180 80 名 城 大
補欠 3 坂 本 航 輝 22 169 73 東 洋 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
26．日本製鉄本社 監督　岩 本 英 樹

先鋒 3 奥 田 大 史 32 168 62 防 衛 大
次鋒 2 諏 訪 部 　 仁 24 176 76 一 橋 大
中堅 3 萩 元 鉄 兵 25 170 75 明 治 大
副将 2 東 條 裕 紀 26 173 73 東 京 大 院
大将 2 布 施 智 章 25 181 86 東 北 大
補欠 4 是 松 辰 輔 52 177 95 日 本 大
補欠
28．東京柔道整復専門学校 監督　大 島 修 次

先鋒 初 中 善 寺 　 響 19 170 77 大宮工業高
次鋒 2 野 崎 友 介 22 180 75 桃山学院大
中堅 2 平 岡 大 樹 18 171 81 東海大付市原望洋高
副将 2 川 邊 智 士 19 176 116 千葉商科大付高
大将 2 富 澤 　 快 19 173 68 東海大付市原望洋高
補欠 2 江 波 戸 陸 人 18 172 105 東海大付市原望洋高
補欠
30．セントラル警備保障Ａ 監督　久保寺佑次郎

先鋒 3 山 本 　 諒 26 179 81 清 和 大
次鋒 3 中 田 啓 吾 23 178 100 山梨学院大
中堅 初 中 野 幸 樹 22 174 90 二 階 堂 高
副将 3 高 木 政 明 23 178 145 清 和 大
大将 3 丸 山 公 熙 23 165 66 清 和 大
補欠 3 三 島 一 輝 27 180 100 城西国際大
補欠
32．三重刑務所 監督　中 里 陽 介

先鋒 2 四 田 大 成 24 165 68 皇 學 館 大
次鋒 2 安 田 悠 人 25 177 105 皇 學 館 大
中堅 3 石 井 大 希 27 179 90 東 海 大
副将 2 南 里 方 紀 25 181 90 皇 學 館 大
大将 3 芦 口 直 樹 32 174 98 近 畿 大
補欠 2 松 本 和 馬 29 177 100 高 田 高
補欠 3 山 上 武 紋 22 164 64 皇 學 館 大
34．和道場柔友会 監督　新 村 　 覚

先鋒 2 倉 木 颯 也 19 165 72 浜松商業高
次鋒 2 小 平 涼 太 23 170 90 関 西 大
中堅 2 ミランダ マルビン 25 175 81 愛知工科大
副将 2 源 田 キ ヨ シ 19 167 70 浜松商業高
大将 2 髙 橋 哲 也 25 168 66 浜松工業高
補欠 2 津 久 井 裕 二 28 178 110 愛知学院大
補欠 2 伊 藤 柚 汰 23 165 73 浜松工業高
36．慶應柔友会Ａ 監督　笹 野 誠 一

先鋒 2 小 野 佑 眞 23 171 81 慶應義塾大
次鋒 3 三 觜 修 斗 27 170 78 慶應義塾大
中堅 3 渡 邉 大 輝 25 172 81 慶應義塾大
副将 2 テルハール タイス 24 180 90 アムステルダム大
大将 3 中 沢 嵩 史 28 180 100 慶應義塾大
補欠
補欠
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

37．ミナミ 監督　戸 澤 敏 之
先鋒 2 黒 澤 　 要 18 160 66 角 館 高
次鋒 2 鈴 木 　 駿 28 178 88 角 館 高
中堅 2 今 氏 敬 甫 29 175 90 尚美学園大
副将 2 大 槻 寿 彰 29 175 97 大曲農業高
大将 2 後 藤 善 春 21 175 65 大曲農業高
補欠 3 高 橋 芳 則 51 170 85 横手工業高
補欠 6 川 越 貴 文 53 180 110 北海道柔道専

39．栗田産業 監督　栗 田 徳 光
先鋒 4 栗 田 侑 宜 35 181 125 拓 殖 大 院
次鋒 3 若 杉 文 太 25 192 135 拓 殖 大
中堅 2 木 部 新 太 郎 19 173 120 島田樟誠高
副将 3 橳 島 涼 太 24 185 130 沼 田 高
大将 3 トミ フェルナンド 42 180 75 ガ ル 高
補欠
補欠

41．氣樂道場 監督　奈 須 彪 流
先鋒 2 町 矢 巴 紀 24 181 92 神戸国際大附高
次鋒 3 兼 崎 　 光 28 173 76 立 命 館 大
中堅 3 家 元 　 歩 28 173 81 近 畿 大
副将 初 杉 本 　 蓮 23 180 100 神戸国際大附高
大将 2 荒 巻 隆 太 郎 28 171 95 鹿屋体育大
補欠 2 角 野 莉 欧 28 178 110 清風高校高
補欠 2 福 井 栄 治 27 163 78 金沢学院大

43．ＩＨＩ 監督　荒 　 一 晴
先鋒 2 鈴 木 大 周 25 165 60 相 馬 東 高
次鋒 2 市 川 友 基 28 170 75 小高工業高
中堅 3 鈴 木 康 一 郎 37 178 85 相 馬 東 高
副将 5 荒 　 一 晴 46 166 100 帝 京 大
大将 2 田 村 俊 樹 32 178 100 小高工業高
補欠 3 渡 邉 　 至 39 178 75 相馬農業高
補欠 5 沼 尾 　 勉 32 175 85 いわき明星大

45．松波総合病院 監督　松 井 陽 子
先鋒 2 長 谷 晃 希 22 166 66 中 京 大
次鋒 2 杉 浦 冬 唯 23 170 68 愛 知 大
中堅 3 山 口 良 太 23 175 85 鹿屋体育大
副将 3 田 中 大 地 24 169 78 愛 知 大
大将 2 藤 井 光 一 24 171 105 創 価 大
補欠 初 尾 﨑 良 慶 24 175 90 平成医療短期大
補欠 初 西 　 祐 隼 23 160 60 岐阜工業高

47．AKJOB 監督　野 田 嘉 明
先鋒 5 上 杉 亮 太 33 180 130 国 士 舘 大
次鋒 4 小 林 悠 輔 29 175 90 筑 波 大
中堅 5 西 潟 健 太 35 193 150 国 士 舘 大
副将 4 前 野 将 吾 34 165 73 東 海 大
大将 4 穴 井 航 史 32 176 93 東 海 大
補欠 4 辻 　 玄 太 37 190 120 日 本 大
補欠 4 土 屋 　 潤 31 188 110 中 央 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
38．R&S ACADEMY 監督　下 山 徳 大

先鋒 3 六 郷 雄 平 32 168 80 明 治 大
次鋒 3 神 鳥 　 剛 25 178 95 明 治 大
中堅 4 下 山 徳 大 33 164 73 明 治 大
副将 3 近 藤 孝 哉 29 175 100 名 城 大
大将 3 安 田 圭 吾 28 180 100 明 治 大
補欠 2 明 崎 　 海 25 168 78 大阪産業大
補欠

40．トーエー企業 監督　金 　 聖 一
先鋒 3 菊 地 健 悟 32 168 73 札 幌リゾート＆スポーツ専
次鋒 3 髙 杉 優 也 27 178 90 清 和 大
中堅 3 瀧 本 健 太 郎 27 169 83 旭 川 大
副将 3 菅 原 啓 太 22 179 117 東日本国際大
大将 初 佐 々 木 惇 希 23 185 100 旭川龍谷高
補欠 3 植 田 　 諭 25 170 63 旭 川 大
補欠

42．東レ名古屋 監督　寺 島 強 一
先鋒 2 大 久 保 　 翼 23 172 72 四日市中央工業高
次鋒 2 小 寺 圭 佑 26 168 75 四日市中央工業高
中堅 2 井 本 龍 星 22 175 90 四日市中央工業高
副将 2 千 葉 和 志 26 178 90 四日市中央工業高
大将 2 井 上 稜 茉 24 171 73 四日市中央工業高
補欠 2 大 野 紀 彦 32 170 65 四日市中央工業高
補欠 初 長 尾 賢 志 郎 28 167 70 北 陵 高

44．建装工業 監督　野 口 　 修
先鋒 2 若 林 虎 千 代 20 180 73 岐阜高等専
次鋒 3 東 海 準 也 27 180 90 大東文化大
中堅 3 渡 邉 　 猛 23 169 66 岐阜高等専
副将 3 大 嶋 康 寛 32 177 81 芝浦工業大
大将 4 森 田 　 大 39 178 120 国際武道大
補欠 2 長 根 巧 貴 30 175 81 道 都 大
補欠 2 奥 村 泰 大 24 161 60 岐阜高等専

46．興徳クリーナー 監督　片 渕 一 真
先鋒 2 柴 田 辰 一 郎 23 164 64 天 理 大
次鋒 4 蔦 葵 23 164 65 国 士 舘 大
中堅 3 秋 田 　 滴 26 180 140 大阪体育大
副将 3 平 下 麟 太 郎 23 180 105 東 海 大
大将 2 砂 田 将 吾 25 173 95 大阪体育大
補欠 3 那 須 優 一 26 175 70 大阪産業大
補欠

48．四日市地区柔道会 監督　豊 田 修 平
先鋒 2 加 藤 公 央 21 165 60 四日市中央工業高
次鋒 3 加 藤 眞 也 25 166 70 早 稲 田 大
中堅 2 坂 下 絋 輝 25 177 93 四日市中央工業高
副将 2 佐 藤 友 真 21 170 62 四日市中央工業高
大将 初 南 浜 進 太 郎 23 170 71 四日市工業高
補欠 2 谷 村 信 人 20 170 68 四日市中央工業高
補欠 2 林 田 大 二 郎 25 175 90 立 命 館 大
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あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で
お客様のニーズに合わせてカタチ

4 4 4

にします。

お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
地域密着ならではのきめ細かな対応で高品質印刷物の納品をお約束します。

営業品目

会社案内・パンフレット・カタログ・チラシ・ポスター・大型ポスター

名刺・写真入り名刺・IDカード・社員証・会員証・名簿・賞状

領収書・請求書・納品書・各種伝票・チケット・メニュー

DM・ハガキ・年賀状・暑中見舞・招待状・各種案内状・各サイズ封筒

社内報・広報誌・記念誌・写真集・作品集・画集・図録・書籍

商品パッケージ・包装紙・紙器・シール・不織布バッグ・紙バッグ

図書カード・QUOカード・カレンダー・カレンダーカード

クリアファイル・マウスパッド・下敷き・うちわ・カメラ・撮影機器

商品写真撮影・インターネット写真販売

印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 札幌支店 ☎011-743-7748
仙台支店 ☎022-792-6321 ／ 名古屋支店 ☎052-483-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888 ISO14001：2015 大阪本社・工場



男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

49．エスティーエム 監督　松 本 宗 三
先鋒 3 出 口 嘉 人 23 160 68 帝京科学大
次鋒 2 平 野 敦 聖 23 168 70 東海医療学園専
中堅 5 泉 浩 40 171 110 明 治 大
副将 3 大 野 友 輔 22 168 78 帝京科学大
大将 2 西 　 凜 斗 27 164 57 新潟柔整専
補欠 2 江 連 提 悟 22 165 65 日本健康医療専
補欠

51．大阪ガス 監督　喜 多 康 之
先鋒 初 中 村 　 暖 19 170 80 神戸科学技術高
次鋒 初 小 山 敬 生 20 173 80 神戸科学技術高
中堅 2 山 鹿 陽 平 24 175 77 摂 南 大
副将 3 神 明 　 翼 25 167 71 大阪経済大
大将 初 若 林 誠 人 19 182 125 履 正 社 高
補欠 初 吉 田 尚 郁 28 171 60 豊岡総合高
補欠 3 井 尾 和 樹 26 170 73 岐阜工業高専

53．笑顔道整骨院グループ 監督　高 橋 光 生
先鋒 3 田 中 壱 磨 22 178 73 東京柔整専
次鋒 3 菊 地 　 昭 44 172 80 東 北 柔 専
中堅 2 唐 鎌 　 蓮 26 162 63 東京柔整専
副将 初 川 内 崇 寛 28 181 86 こころ医療福祉専
大将 初 小 池 遼 太 郎 27 158 75 東京柔整専
補欠 2 井 田 佑 二 郎 29 165 62 明治国際医療大
補欠 初 日 向 俊 裕 27 183 73 日本体育大

55．東レ滋賀 監督　河 井 修 二
先鋒 4 増 子 洋 平 35 190 110 同 志 社 大
次鋒 5 青 木 和 明 34 166 140 鹿屋体育大
中堅 6 岡 田 建 彦 39 175 100 桐蔭横浜大
副将 4 河 井 修 二 38 178 130 山梨学院大
大将 4 浦 西 大 師 40 180 130 天 理 大
補欠
補欠

57．ALSOK北関東綜警 監督　森 　 雄 二
先鋒 3 山 本 達 彦 25 162 65 東 海 大
次鋒 3 河 村 　 烈 22 164 73 明 治 大
中堅 3 齋 五 澤 航 介 23 174 73 筑 波 大
副将 4 菊 地 真 登 30 171 100 國 學 院 大
大将 3 國 武 　 陸 23 174 81 専 修 大
補欠
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
50．アドヴィックス 監督　大 軒 英 幸

先鋒 3 小 野 大 樹 29 165 70 明 治 大
次鋒 4 圓 山 泰 雄 29 170 100 早 稲 田 大
中堅 2 田 中 力 也 28 175 105 大 牟 田 高
副将 4 近 藤 将 太 郎 31 180 95 関西学院大
大将 3 小 林 将 来 30 176 81 早 稲 田 大
補欠
補欠

52．東海旅客鉄道 監督　高 橋 正 人
先鋒 2 松 垣 眞 弥 24 173 73 大垣日大高
次鋒 3 栃 原 徹 宏 29 175 85 関 西 大
中堅 初 山 田 健 斗 21 178 90 大垣日大高
副将 2 林 　 奨 真 29 175 80 大垣日大高
大将 2 日 比 野 　 勤 36 185 90 大垣日大高
補欠 初 栃 原 智 宏 26 175 105 愛 知 大
補欠 初 小 出 康 介 22 171 80 東海大付諏訪高

54．全道市役所柔道連盟 監督　小 林 辰 士
先鋒 2 大 竹 佑 季 21 163 66 旭川工業高
次鋒 3 井 内 麻 与 22 175 81 旭川工業高
中堅 3 井 内 健 介 25 177 85 旭川工業高
副将 2 今 西 勇 斗 19 178 80 帯広農業高
大将 2 高 階 裕 斗 20 173 90 北 海 高
補欠 3 三 浦 智 正 29 174 80 北 広 島 高
補欠 2 大 竹 莉 生 20 170 80 旭川工業高

56．岐阜刑務所 監督　瀬 上 修 平
先鋒 4 岩 田 幸 典 35 176 73 中 京 大
次鋒 3 村 椿 隆 広 32 178 81 富山第一高
中堅 4 駒 瀬 雅 洋 35 175 100 日 本 大
副将 3 佐 藤 　 光 30 178 105 大阪体育大
大将 2 渋 谷 　 誠 33 180 100 大阪体育大
補欠 2 桐 山 達 也 34 165 73 大阪商業大
補欠

男
子
第
３
部　
選
手
名
簿
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選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
１．三井住友海上 監督　上 野 雅 恵

57
㎏
以
下

4 玉 置 　 桃 28 162 57 藤村女子高

4 舟 久 保 遥 香 24 162 57 富士学苑高

3 前 田 千 島 26 156 52 国分中央高

70
㎏
以
下

4 桑 形 萌 花 20 163 70 夙 川 高

2 新 保 寿 莉 18 160 70 岩 倉 高

初 井 田 侑 希 20 154 58 児 玉 高
無
差
別

4 髙 山 莉 加 28 170 78 鹿児島南高

3 藤 城 　 心 21 159 52 富士学苑高
３．JR東日本 監督　福 見 友 子

57
㎏
以
下

3 香 川 瑞 希 23 160 57 東 海 大

4 柴 田 理 帆 26 165 57 筑 波 大

3 中 内 柚 里 24 155 52 龍 谷 大

70
㎏
以
下

3 杉 山 歌 嶺 25 170 70 桐蔭横浜大

4 寺 田 宇 多 菜 24 165 70 桐蔭横浜大

3 土 井 雅 子 27 167 63 環太平洋大
無
差
別

3 宇 野 友 紀 子 28 165 70 環太平洋大

4 田 中 志 歩 24 170 70 環太平洋大

５．パーク24 監督　園 田 隆 二

57
㎏
以
下

5 阿 部 　 詩 22 158 52 日本体育大

3 竹 内 　 鈴 25 152 57 東 海 大

70
㎏
以
下

5 堀 川 　 恵 27 160 63 筑 波 大

2 古 賀 ひ よ り 22 153 57 環太平洋大

3 渡 名 喜 風 南 27 148 48 帝 京 大
無
差
別

5 素 根 　 輝 22 163 108 南 筑 高

3 和 田 梨 乃 子 24 163 78 大 成 高

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．コマツ 監督　松 岡 義 之

57
㎏
以
下

2 連 　 珍 羚 35 168 57 山梨学院大

4 芳 田 　 司 27 157 57 敬 愛 高

3 江 口 　 凛 19 163 57 桐蔭学園高

70
㎏
以
下

4 高 市 未 来 29 164 63 淑 徳 高

4 西 願 寺 里 保 24 175 70 淑 徳 高

3 杵 淵 　 萌 24 168 63 東 海 大
無
差
別

4 泉 　 真 生 26 172 78 山梨学院大

5 冨 田 若 春 26 165 103 埼 玉 栄 高
４．自衛隊体育学校 監督　酒 井 英 幸

57
㎏
以
下

3 飯 塚 亜 美 25 163 57 仙 台 大

3 渕 田 萌 生 22 160 57 山梨学院大

2 坪 根 菜 々 子 23 156 52 福 岡 大

70
㎏
以
下

3 幸 田 奈 々 25 162 63 帝京科学大

3 米 澤 夏 帆 26 159 63 龍 谷 大

3 一 色 美 緒 23 166 70 淑 徳 大
無
差
別

女子第１部選手名簿

女
子　
選
手
名
簿

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
１．日本エースサポート 監督　藤 猪 省 太

57㎏以下 3 浦 　 明 澄 22 163 57 日本体育大
70㎏以下 3 野 澤 知 莉 23 165 70 早 稲 田 大
無差別 4 稲 森 奈 見 29 165 120 鹿児島南高
補　欠 3 高 野 綺 海 25 163 57 東京学芸大
補　欠 3 佐 藤 晴 菜 23 154 65 国 士 舘 大

３．センコーＢ 監督　池 野 源 輝
57㎏以下 2 萩 　 野 乃 花 25 158 52 国 士 舘 大
70㎏以下 3 勝 部 　 桃 22 160 63 龍 谷 大
無差別 3 小 野 華 菜 恵 27 158 78 早 稲 田 大
補　欠 3 玉 置 　 桜 24 162 57 日 本 大
補　欠 3 宇 田 川 　 幸 23 165 78 国 士 舘 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．吉川工業 監督　佐 藤 瑠 香

57㎏以下 初 澤 村 優 依 20 153 57 鞍手竜徳高
70㎏以下 3 下 條 華 蓮 25 157 70 福岡工業大
無差別 4 橋 本 朱 未 28 180 100 淑 徳 大
補　欠
補　欠

４．ヤックスＢ 監督　年 藤 　 忍
57㎏以下 3 森 　 結 愛 23 148 52 龍 谷 大
70㎏以下 3 岡 田 　 蛍 25 160 70 早 稲 田 大
無差別 3 東 　 加 珠 24 167 78 大阪体育大
補　欠 4 竹 下 智 美 21 169 70 東京女子体育短大
補　欠

女子第２部選手名簿

−44− −45−



選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
５．ALSOK北関東綜警Ｂ 監督　森 　 雄 二

57㎏以下 3 山 口 芽 瑠 22 160 55 帝 京 大
70㎏以下 2 浅 野 　 虹 22 162 70 白鴎大足利高
無差別 3 石 塚 早 稀 24 159 75 帝 京 大
補　欠 3 長 谷 川 　 睦 22 167 70 平成国際大
補　欠

７．ブイ・テクノロジーＡ 監督　宇 高 菜 絵
57㎏以下 4 渡 部 優 花 30 164 57 環太平洋大
70㎏以下 2 嘉 重 春 樺 23 158 63 環太平洋大
無差別 3 薮 内 美 咲 22 168 100 桐蔭横浜大
補　欠 2 新 城 凜 子 23 157 52 環太平洋大
補　欠

９．ALSOK北関東綜警Ａ 監督　森 　 雄 二
57㎏以下 3 對 馬 み な み 22 160 57 仙 台 大
70㎏以下 3 大 谷 麻 稀 24 161 70 平成国際大
無差別 3 蓮 尾 沙 樹 26 170 135 山梨学院大
補　欠 3 石 岡 美 樹 23 155 57 帝京科学大
補　欠

11．ヤックスＡ 監督　年 藤 　 忍
57㎏以下 4 大 和 久 友 佳 27 161 57 山梨学院大
70㎏以下 3 牧 田 朱 加 26 163 70 鹿屋体育大
無差別 3 児 島 有 紀 26 170 105 龍 谷 大
補　欠 2 坂 口 仁 美 29 146 48 国際武道大
補　欠 3 吉 田 智 美 22 163 78 龍 谷 大

13．アドヴィックス 監督　松 本 修 三
57㎏以下 3 黒 木 七 都 美 26 160 57 龍 谷 大
70㎏以下 3 中 江 美 裕 25 166 70 筑 波 大
無差別 3 冨 田 彩 加 25 170 78 龍 谷 大
補　欠 3 中 川 原 知 波 25 160 52 学 芸 大
補　欠 3 渡 邊 聖 未 26 168 63 早 稲 田 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
６．JR九州 監督　只野真梨枝

57㎏以下 初 西 尾 果 蓮 22 157 57 山梨学院大
70㎏以下 4 安 松 春 香 31 160 70 環太平洋大
無差別 4 梅 津 志 悠 26 170 78 敬 愛 高
補　欠 3 福 添 み の り 25 151 52 帝 京 大
補　欠 3 飯 野 鈴 々 26 164 63 鹿屋体育大

８．センコーＡ 監督　小 池 雅 彦
57㎏以下 3 角 田 奈 々 24 160 57 帝 京 大
70㎏以下 2 飯 島 彩 加 26 173 63 東京学芸大
無差別 3 佐 藤 　 果 24 170 125 淑 徳 大
補　欠 3 堂 﨑 月 華 22 163 57 東京学芸大
補　欠 3 山 田 あ か り 27 164 63 淑 徳 大

10．東日本旅客鉄道 監督　西 田 清 二
57㎏以下 4 柳 樂 祐 里 31 165 57 国 士 舘 大
70㎏以下 3 工 藤 千 佳 29 170 70 仙 台 大
無差別 3 松 延 祐 里 30 164 78 筑 波 大
補　欠 4 蓬 田 智 佳 30 147 48 東 海 大
補　欠 4 長 内 香 月 28 163 63 山梨学院大

12．東京柔道整復専門学校 監督　大 島 修 次
57㎏以下 3 野 村 真 希 22 155 52 日 本 大
70㎏以下 2 宮 下 千 穂 里 20 160 60 富士河口湖高
無差別 2 池 上 桃 香 18 161 103 杉並工業高
補　欠
補　欠

14．ブイ・テクノロジーＢ 監督　宇 高 菜 絵
57㎏以下 3 瀧 川 　 萌 23 157 57 筑 波 大
70㎏以下 6 宇 髙 菜 絵 38 161 60 帝 京 大
無差別 2 伊 藤 七 海 24 172 78 淑 徳 大
補　欠
補　欠

女子第２部選手名簿

女
子　
選
手
名
簿
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No. 団　　体　　名 所在地
男子 女子

1部 2部 3部 1部 2部
1 ㈱アーバンセキュリティ 東 京 1
2 ㈱アール（はっとり鍼灸接骨院） 埼 玉 1
3 R＆S ACADEMY 愛 知 1
4 ㈱ＩＨＩ 福 島 1
5 旭化成㈱ 宮 崎 2
6 ㈱アドヴィックス 愛 知 1 1 1 1
7 ALSOK 綜合警備保障㈱ 東 京 1
8 ALSOK 北関東綜合警備保障㈱ 栃 木 1 2
9 ㈱イカイ 静 岡 1
10 AKJOB 東 京 1
11 笑顔道整骨院グループ 東 京 1
12 ㈲エスティーエム 茨 城 1
13 大阪ガス㈱ 大 阪 1 1
14 氣樂道場 大 阪 1
15 岐阜刑務所 岐 阜 1 1
16 九州電力㈱ 福 岡 1
17 九州旅客鉄道㈱ 福 岡 1 1
18 ㈱九電工 福 岡 1
19 京都医健専門学校 京 都 1
20 栗田産業㈱ 静 岡 1
21 慶應柔友会 東 京 1 2
22 京葉ガス㈱ 千 葉 1 1
23 建装工業㈱ 東 京 1
24 講専柔希会 岐 阜 1
25 ㈱興徳クリーナー 大 阪 1
26 甲府刑務所 山 梨 1
27 コマツ 東 京 1
28 JR東日本 東 京 1
29 JFEスチール㈱ 千 葉 1
30 自衛隊体育学校 埼 玉 1 1
31 シダックス柔道倶楽部 東 京 1
32 ジャパンエレベーターサービスホールディングス㈱ 東 京 1
33 ㈱ジュウセラ 神奈川 1
34 スエヒロ工業㈱ 東 京 1
35 センコー㈱ 東 京 1 1 2
36 セントラル警備保障㈱ 東 京 1 2
37 全道市役所柔道連盟 北海道 1
38 ダイコロ㈱ 大 阪 1
39 大三紙業㈱ 愛 知 1
40 東海げんき整骨院クラブ 神奈川 1 1

参加チーム一覧

No. 団　　体　　名 所在地
男子 女子

1部 2部 3部 1部 2部
41 東海旅客鉄道㈱ 愛 知 1
42 東京柔道整復専門学校 東 京 1 1
43 ㈱東芝 東 京 1 1
44 東洋水産㈱ 東 京 1
45 東レ㈱滋賀事業場 滋 賀 1 1
46 東レ㈱名古屋事業場 愛 知 1
47 トーエー企業㈱ 北海道 1
48 ㈱戸髙鉱業社 大 分 1
49 トヨタ自動車㈱ 愛 知 1
50 ㈱豊田自動織機 愛 知 1 1
51 名古屋刑務所 愛 知 1
52 日本製鉄㈱ 兵 庫 1
53 日本製鉄㈱本社柔道部 東 京 1
54 日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区 大 分 1
55 日本中央競馬会 東 京 1
56 日本通運㈱ 東 京 1 1
57 日本エースサポート㈱ 大 阪 2 1
58 日本生命保険相互会社 大 阪 1
59 パーク24㈱ 東 京 1 1 1
60 羽田タートルサービス㈱ 東 京 1
61 東日本成人矯正医療センター 東 京 1
62 東日本旅客鉄道㈱ 東 京 2 1
63 ㈱ブイ・テクノロジー 東 京 2
64 不二熱学サービス㈱ 大 阪 1
65 北陸電力㈱ 富 山 1
66 松波総合病院 岐 阜 1
67 三重刑務所 三 重 1
68 三井住友海上火災保険㈱ 東 京 1
69 三菱ケミカル物流㈱ 東 京 1
70 三菱重工業㈱名古屋航空宇宙ｼｽﾃﾑ製作所 愛 知 1
71 ミナミ　 秋 田 1
72 ㈱安川電機 福 岡 1
73 ㈱千葉薬品（ヤックス） 千 葉 2
74 和道場柔友会 静 岡 1
75 吉川工業㈱ 福 岡 1 1
76 米田柔整専門学校 愛 知 1
77 ㈱リンクスタッフグループ 東 京 1
78 三重県警察　 特別参加 1
79 四日市地区柔道会 特別参加 1
80 ㈲サトー工業 特別参加 1

計113チーム（男子94・女子19） 12 25 57 5 14
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厚生労働大臣杯争奪　第72回全日本実業柔道団体対抗大会優勝チーム

男子第１部優勝　旭化成Ａ 男子第２部優勝　日本製鉄

男子第３部優勝　パーク24

女子第１部優勝　三井住友海上火災保険

女子第２部優勝　日本エースサポート

優 秀 選 手
［男子］
第１部 王子谷剛志（旭化成Ａ）

太 田 彪 雅（旭化成Ａ）

ベイカー茉秋（日本中央競馬会）

田 嶋 剛 希（パーク24）

木 元 拓 人（日本製鉄）

第２部 大 橋 賢 人（日本製鉄）

西 山 大 希（日本製鉄）

田 中 大 勝（アドヴィックスＢ）

川 井 康 平（日本通運）

溝 口 琢 海（センコー）

第３部 渡 邊 智 斗（パーク24）

渕 原 槙 一（パーク24）

結 城 汰 一（不二熱学サービス）

森 田 貴 文（東海げんき整骨院クラブＡ）

手 嶋 柾 明（安川電機）

［女子］
第１部 玉 置 　 桃（三井住友海上火災保険）

舟久保遥香（三井住友海上火災保険）

大 野 陽 子（コマツ）

第２部 高 野 綺 海（日本エースサポート）

稲 森 奈 見（日本エースサポート）

飯 島 彩 加（センコーＡ）
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平成20年
（2008年）

神　　奈　　川　　県
横浜文化体育館
参加総数　128

58

平成21年
（2009年）

福　　　 岡 　　　県
福岡市民体育館
参加総数　112
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平成22年
（2010年）

東　　　 京 　　　都
東京武道館
参加総数　127

60

平成23年
（2011年）

愛　　　 媛　　　 県
愛媛県武道館
参加総数　97

61

平成24年
（2012年）

岩　　　 手　　　 県
岩手県北上総合体育館
参加総数　106

62

平成25年
（2013年）

岡　　　 山　　　 県
岡山県総合グラウンド体育館
（桃太郎アリーナ）
参加総数　110

63

平成26年
（2014年）

静　　　 岡　　　 県
静岡県武道館
参加総数　118

64

平成27年
（2015年）

秋　　　 田　　　 県
秋田県立武道館
参加総数　102

65

平成28年
（2016年）

宮　　　 崎　　　 県
KIRISHIMA
ツワブキ武道館
参加総数　100

66

綜合警備保障
京 葉 ガ ス
神奈川県警察Ａ
コ マ ツ
自衛隊体育学校
日本中央競馬会
セ コ ム
福 岡 県 警 察
コ マ ツ
フォーリーフジャパン
新 日 本 製 鐵
A D R I A
旭 化 成
コ マ ツ
フォーリーフジャパン
新 日 本 製 鐵
ダ イ コ ロ
パ ー ク 24 Ａ
自衛隊体育学校
フォーリーフジャパン
旭 化 成 Ａ
九 州 電 力
岩 手 県 警 察
コ マ ツ
日本エースサポート
旭 化 成 Ａ
パ ー ク 24
旭 化 成
三井住友海上火災保険
JR東日本女子柔道部Ａ
旭 化 成
旭 化 成 Ａ
新 日 鐵 住 金
コ マ ツ
A L S O K
旭 化 成 Ａ
セ ン コ ー
パ ー ク 24
三井住友海上火災保険
A L S O K
日本中央競馬会
東 芝 Ａ
了 德 寺 学 園
三井住友海上火災保険
了 德 寺 学 園

了德寺学園Ａ
九 州 電 力 Ａ
神奈川県警察Ｂ
三井住友海上火災
了 德 寺 学 園
旭 化 成 Ａ
日 本 通 運
東 芝 Ａ
三井住友海上火災
了 德 寺 学 園
日本中央競馬会
日 本 通 運
セ ン コ ー
自衛隊体育学校
ヤックスケアサービス
日本中央競馬会
セ ン コ ー
十全会 回生病院
コ マ ツ
JR東日本グループA
京 葉 ガ ス
東 レ 滋 賀
盛岡少年刑務所
自衛隊体育学校
J R 九 州
京 葉 ガ ス
京 葉 ガ ス
パ ー ク 24
自衛隊体育学校
つくばユナイテッド
新 日 鐵 住 金
旭 化 成 Ｂ
静 岡 県 警 察
三井住友海上火災保険
J R 九 州 Ａ
新 日 鐵 住 金
新 日 鐵 住 金
日本エースサポート
コ マ ツ
Ｊ Ｒ 九 州 Ａ
旭 化 成 Ａ
パ ー ク 24
京 葉 ガ ス
Ｊ Ｒ 東 日 本
Ｊ Ｒ 九 州 Ａ

旭 化 成 Ａ
東 レ 滋 賀
戸 髙 鉱 業 社

松前柔道クラブ
旭 化 成 Ｂ
九 州 電 力
まるや接骨院

セ コ ム
旭 化 成 Ｂ
まるや接骨院
府中刑務所Ａ

JR東日本グループ
旭 化 成 Ａ
東 芝
松 山 刑 務 所

日光警備柔道部
日本中央競馬会
高 宮 接 骨 院
セ ン コ ー

JR東日本女子柔道部
新 日 鐵 住 金
セ ン コ ー
関西医療学園

JR東日本女子柔道部Ｂ
パ ー ク 24
東 レ
東 芝

創柔会柔道クラブ
日本中央競馬会
旭 化 成
ＶＩＬＬＡＧＥ

ヤ ッ ク ス
パ ー ク 24 Ａ
セ ン コ ー
ア イ シ ン

日本エースサポート

日本中央競馬会
東 芝
了 德 寺 学 園

日本エースサポート
新 日 本 製 鐵
戸 髙 鉱 業 社
日本エースサポート

ワイエスフード
旭 化 成 Ａ
東 レ 滋 賀
東 京 拘 置 所

ALSOK群馬綜合ガードシステム
旭 化 成 B
東 洋 水 産
大阪府柔道整復師柔道連盟

ヤックスケアサービス
A L S O K
パ ー ク 24
アーバンセキュリティ

丸 順
九 州 電 力
東 芝 Ａ
つくばユナイテッド

北関東綜合警備保障
京 葉 ガ ス Ａ
日 本 通 運
東海翔柔クラブ

つくばユナイテッドＡ
パ ー ク 2 4 Ａ
自衛隊体育学校
セントラル警備保障

日本エースサポート
新日鐵住金Ａ
旭 化 成
宮 崎 県 警 察

ヤ ッ ク ス
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平成29年
（2017年）

富　　　山　　　県
アルビス小杉総合体育センター

参加総数　116
67
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１部
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女１部
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平成30年
（2018年）

令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

令和３年
（2021年）

福　　　岡　　　県
久留米アリーナ
参加総数　107

群　　　馬　　　県
高崎アリーナ
参加総数　99

中　止

新型コロナウイルス
感染症拡大の為（ ）

中　止

新型コロナウイルス
感染症拡大の為（ ）

68

69

70

71

令和４年
（2022年）

広　　　島　　　県
広島県立総合体育館
グリーンアリーナ
参加総数　84

72

令和５年
（2023年）

三　　　重　　　県
三重県四日市市
総合体育館
参加総数　113

73

日本中央競馬会
日本エースサポートA
パ ー ク 24
コ マ ツ
A L S O K
旭 化 成 Ａ
パ ー ク 24
了 徳 寺 学 園
三井住友海上火災保険
A L S O K
日本中央競馬会
了德寺大学職員
国士舘大学柔道クラブ
コ マ ツ
ヤ ッ ク ス Ａ

旭 化 成 Ａ
日 本 製 鉄
パ ー ク 24
三井住友海上火災保険
日本エースサポート

旭 化 成 Ａ
セ ン コ ー
Ｊ Ｒ 九 州 Ａ
自衛隊体育学校
Ｊ Ｒ 九 州 Ｂ
新 日 鐵 住 金
京 葉 ガ ス
セ ン コ ー
コ マ ツ
ヤ ッ ク ス A
パ ー ク 24 Ａ
自衛隊体育学校
アドヴィックス
三井住友海上火災保険
セ ン コ ー

日本中央競馬会
アドヴィックスＢ
不二熱学サービス
コ マ ツ
セ ン コ ー Ａ

パ ー ク 24 Ａ
ア イ シ ン
福井柔道クラブ

ＶＩＬＬＡＧＥ
日本中央競馬会
東 芝 A
松前柔道クラブ

ＶＩＬＬＡＧＥ
旭 化 成
旭 化 成
群 馬 県 警 察
Ｊ Ｒ 東 日 本
ＡＬＳＯＫ北関東綜警

パ ー ク 24
日 本 通 運
東海げんき整骨院クラブＡ

ヤ ッ ク ス Ａ

新日鐵住金Ａ
パ ー ク 24
岐 阜 刑 務 所

松前柔道クラブ
パ ー ク 24 Ａ
新 日 鐵 住 金
京 葉 ガ ス

松前柔道クラブ
日 本 製 鉄 Ａ
九 州 電 力
前 橋 刑 務 所

ヤ ッ ク ス Ｂ

日 本 製 鉄
セ ン コ ー
安 川 電 機

ヤ ッ ク ス Ｂ
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特別協賛会社
旭 化 成 株 式 会 社
株 式 会 社 ア ド ヴ ィ ッ ク ス
Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ
京 葉 ガ ス 株 式 会 社
コ マ ツ
ジャパンエレベーターサービスホールディングス株式会社
セ ン コ ー 株 式 会 社
東 洋 水 産 株 式 会 社
日 本 製 鉄 株 式 会 社
日 本 中 央 競 馬 会
日 本 通 運 株 式 会 社
パ ー ク 2 4 株 式 会 社
東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社
三井住友海上火災保険株式会社
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